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ワケあり公爵令嬢は家出した……はずでしたが、何故かヤンデレたちに求愛されています!?









［著］里海慧
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「ねえ。もう僕から逃げられないって、いい加減気付きなよ」

　癖のある黄金色の髪を揺らして、彼は視線だけでリリアナの動きを止める。

　海よりも深い青の瞳が光り、指先すら動かせない。リリアナは彼の魔法で首から下の自由を奪われたのだと、すぐに気が付いた。

　周りは鬱蒼うっそうとおいしげる木々に囲まれ、葉が擦れる音と遠くに鳥の鳴き声が聞こえている。平和的な背景とは裏腹に、リリアナの心はこの場から逃げ出したくてたまらない。

「どうして、ここにいるの……？」

　ここにいるはずのない彼がゆっくりと歩み寄り、神々しいまでの美貌で艶あでやかな笑みを浮かべリリアナの腰に手を回す。

「リリアナが好きだからに決まっているだろ？」

　至近距離でリリアナを見つめる瞳の奥には、仄暗ほのぐらい闇が渦巻いていた。このまま捕まってしまったら、もう逃げられないような気がしてリリアナは必死に抵抗する。

「それだけで私の居場所がわかるわけないわ！」

「僕がどれほどリリアナを大切にしているか、わかってないの？」

　身体が動かせないから言葉で非難しても、彼はキョトンとして首を傾げるだけだ。確かに彼はリリアナを宝物のように大切にして、愛を囁ささやいてくる。

　しかしリリアナはそれを認めたくない。彼のためにも、リリアナがそばにいてはダメだから距離を置こうとしたのだ。

「そんなの……知らない」

「うーん、それならちゃんとわからせないとダメかなあ」

　少しだけ弱気になったリリアナを、彼は完全に光が消えた青い瞳で見つめている。さらなる危機を感じ取ったリリアナは、慌てて彼の言葉を肯定した。

「わ、わかってるから！　大丈夫だから！」

「ふうん、それならなんで他の男に守られてんの？　他の男がリリアナの視界に入るのも許せないし、リリアナに触れていいのは僕だけでしょ」

「でも、他の男性を視界に入れないのはさすがに無理じゃない？」

「やっぱり、わかってないね」

　もっともな指摘をしたつもりがあっさりと否定されてしまう。リリアナは彼の考えていることがわからず、震える声で尋ねた。

「な、なにするつもり？」

　リリアナの問いかけに彼は含みのある優美な笑みを浮かべる。

「なにって、お仕置き」

　彼の口から飛び出した予想外の単語に驚き、思わず貴族令嬢らしくない言葉で返した。

「はあ!?　お仕置き!?」

「そう、僕がどれほどリリアナを愛しているかわかってないみたいだから、理解するまでお仕置きね」

「いやいやいや！　そんなの必要ないから！」

　彼のとんでもない言葉にリリアナは真っ向から否定して、唯一自由に動かせる頭だけをブンブンと左右に振る。

「さあ、僕と一緒に家に帰ろう」

「やだっ！　は、離してえええ！」

　彼はうっとりした表情でリリアナを見つめて、熱のこもった甘い声で耳元へ囁いた。

「ダーメ、絶対に離さない。大丈夫、痛くしないから」

「だから、なにするつもりなのよー!!」

　いっそ憎らしいほど魔法の扱いがうまい彼は、転移の魔法を発動させる。青白い光がリリアナと彼を包み込み、足元から浮遊感が襲ってきた。

「あはは、それは内緒。じゃないとお仕置きにならないし」

「あああああ！　そんなあああああ!!」

　リリアナの絶叫も虚しく、眩まぶしいほどの光とともに彼に強制連行されていく。

　どうしてこんなことになってしまったのか、リリアナは薄れていく意識の中で嘆いた。

（せっかく後一歩のところまできたのに……今までの努力が全部無駄になってしまったわ！　どうしてこんなことに……あの時に戻ってもう一度やり直したい……!!）






　それは七回目の婚約破棄をされた、半年前に遡る――

















第一章　衝撃の事実












（――まただわ。また婚約破棄されてしまった）

　リリアナ・ブランジェは七度目の婚約破棄を宣告され、絶望に打ちひしがれた。ランベール王国の筆頭公爵であるブランジェ家の長子として、また貴族令嬢としての役目を果たすべく努力してきたのに、なぜか結婚相手には恵まれない。

　通常であればこの国の貴族令嬢は十代半ばまでに婚約を結び、二十歳前には結婚するものだ。すでに二十三歳を迎えたリリアナは、間違いなく行き遅れの部類に入る。

　初めて婚約したのはリリアナが十二歳の時だ。相手は侯爵家の嫡男で、三歳年上の優しそうな少年だった。逢瀬おうせを重ね穏やかな時間を過ごし、このまま生涯を共にするのだと思っていた。

　しかし、婚約して二年ほど過ぎた頃、突如として一方的に婚約破棄されてしまう。どんなに理由を尋ねても青ざめた顔を左右に振るばかりで口すら利いてもらえない。そんなにも嫌われたのかとショックを受けて落ち込んだ。

　それでも気持ちを持ち直し次の婚約者を紹介されたが、その相手は別の女性へ心を移し一年で婚約破棄された。三人目は半年でリリアナの薄紫の髪と琥珀こはく色の瞳が好みじゃないという、どうしようもない理不尽な理由で婚約破棄され、四人目は王城に勤める文官だったが一年ほどで横領が発覚し破談になった。五人目はモラハラ男で六人目はギャンブルにハマり借金を作ったので、いずれも数カ月で婚約は解消されている。

（今度こそ、うまくいくと思ったのに……ダメだったのね）

　七人目の婚約者は三カ月前に婚約を結んだが、三年前から付き合っている平民の恋人がいた。二股をかけられていた上に、やっぱり結婚できないと婚約破棄されたのだ。

　ここまで婚約破棄が度重なり、貴族たちの間ではさまざまな憶測が飛び交っているがリリアナの耳には入ってこない。社交デビューはしたものの夜会やお茶会に参加しないリリアナは、実はブランジェ家の隠された秘宝と呼ばれ密かに注目を集めている。婚約破棄の理由もしっかりと伝わっているので、ただただ不運な令嬢だと憐あわれまれていた。

　もしリリアナを悪く言う貴族がいたとしても、いつの間にか社交界から姿を消すので、今では誰もリリアナを貶おとしめるようなことを口にしない。

　幸いにもリリアナには瑕疵かしがない状態なので、当たりが悪かっただけかもしれないと本人も考えている。

「それにしても七人もダメになるなんて……どれだけ男運がないのかしら」

　ポツリと呟つぶやいた言葉は、静かな屋敷の廊下に霧散した。

　リリアナは今後の話をしようと父の執務室へ向かっている。重い足取りのまま部屋の前に立つと、扉の向こうから言い争う声が聞こえてきた。

「ですから、僕は聖女とは婚約しません！」

「なぜだ？　相手としてはこれ以上ないだろう。ノエル、冷静に考えろ」

　声の主は父であるブランジェ公爵と、弟であるノエルのものだ。しかし内容が聖女との婚約についてなので、リリアナはノックしようとしていた手を止めて、思わず聞き耳を立てる。

「冷静に考えた結果の答えです。姉上がいますから他の女と婚約するつもりはありません」

「ノエル。いくらリリアナが養子で血の繋つながりがないとしても、そんな誤解を招くような発言は控えなさい」

（えっ……!?）

　その言葉を耳にしたリリアナの身体は石のように固まって動かない。リリアナはブランジェ公爵とノエルの会話の意味が理解できなかった。

（養子ってどういうこと？　血の繋がりがないって？）

　ブランジェ公爵の言葉をなんとか受け止めようとするが、思考は空回りするばかりでうまくまとまらない。

「……とにかく、聖女との婚約の話は断ってください」

　ノエルの声にハッとして、頭の中がようやくまともに動きはじめた。しかし、いくら考えても同じ結論に辿たどり着く。

（もしかして聞き間違えた……？　だって、信じられないわ）

　信じたくない気持ちでいっぱいだったが、ブランジェ公爵はリリアナが血の繋がりがない養子だと確かに口にしたのだ。

（それならお父様は……そんな、私……私が養子だったなんて……!!）

　七度目の婚約破棄で落ち込んでいるところへ、さらなる驚愕きょうがくの真実がもたらされリリアナは胸を剣でひと突きにされたような衝撃を受ける。

　喉がカラカラに渇いて微動すらできない。ぎゅっと握った拳はノックをしようとした形のまま扉の前で固まっている。

（お父様もお母様も、ノエルも、みんなと血の繋がりがない――）

　ショックで呆然ぼうぜんとしていたが、ノエルがブランジェ公爵との会話を終えようとしていた。

　今は誰とも会いたくなくて、リリアナは足音を立てないように私室へ戻る。後ろ手で扉を閉めたら力が抜けて、ズルズルとその場に座り込んでしまった。

（そうか……だから私だけ毛色が違ったんだわ。お父様とノエルは金髪に碧眼へきがんだし、お母様は茶髪に緑眼だもの。私みたいに薄紫の髪の親族がいたと聞いたけど……優しい嘘だったのね）

　ブランジェ公爵家には長子のリリアナと、後継者となる三歳年下の弟ノエルがいる。母は病弱ゆえ離れで静養していて、父は忙しくしていたが厳しい中にも優しさがあふれていた。

　それがリリアナと血の繋がっている家族だと思っていたのだ。

　今まで信じていたものが音を立てて崩れ去り、なにをもってリリアナがリリアナであることを証明したらいいのかわからない。心に突き刺さった剣を引き抜いても傷が元に戻ることはなく、受けた衝撃はリリアナに大きな傷跡を作った。

（それなのに、私は……婚約破棄してばかりで、とんでもない迷惑をかけているわ）

　婚約者には恵まれず父には気苦労をかけているものの、慰謝料はきちんと回収しているからブランジェ公爵家の財政が潤うのは不幸中の幸いだ。

　しかし七回も婚約破棄となれば、もう次の嫁ぎ先を見つけるのも難しいだろう。

　今までもリリアナに命令すれば無理やり嫁がせることもできたのに、ブランジェ公爵はそうしなかったし、公爵家の令嬢として十分な教育を受けてきた。

（実の子ではないのに……私を大切にしてくれていたのね……）

　両親とノエルから確かな愛情を感じていたと思う。先ほどの口ぶりではノエルもリリアナが養子であると知っていたようだが、これまでと変わらずに優しく温かく接してくれていた。

「でも、確か私がいるから聖女と婚約しないって、言っていたわね？」

　ポツリと呟いた言葉がポッカリと穴の空いたリリアナの心に染み渡る。

　そんなことを気にしていたら、ノエルまで婚期を逃してしまうではないかとリリアナはハッとした。ノエルはブランジェ公爵家の後継者だ。出来の悪い姉がいるせいで優秀な婚約者を逃してしまったら、リリアナは後悔してもしきれない。

　しかしノエルの性格もよくわかっている。いつも穏やかで天使のような微笑みを絶やさず、後継者としての能力にも申し分ないほど優秀なのに、こうと決めたら絶対に意思を曲げない。

　つまりブランジェ公爵に直談判するくらいには決意が固いのだ。

「困ったわ……どうにかして、聖女様と婚約をするようにしないと……」

　聖女とはこの世界にごく稀まれに現れる特別な力を持った存在で、結界や治癒魔法といった聖属性の魔力が必要な聖魔法を使い、人々に平和と安らぎを与える。現在、ランベール王国の聖女はたったひとりで、王都の結界を維持し国の平和を守っていた。

　また聖女は例外なく王族、もしくはそれに準ずる貴族に嫁ぐことが定められている。しかし現王家はすでに王太子が正妻を迎えており、子にも恵まれ安泰だ。

　そこへ聖女を嫁がせた場合、後継者問題が勃発してしまう。国王には姉と妹しかいないため、筆頭公爵家である我が家の嫡男ノエルに婚約の話が来たと考えられた。

　この国とブランジェ公爵家のためにも、リリアナは必死に考えを巡らせる。

「あっ……私がいなくなれば、解決するじゃない」

　リリアナは閃ひらめいた。考えれば考えるほど、最善策はこれ以外にないと思えてくる。リリアナがいるからノエルは婚約しないと言っているのだから、元凶が消えてしまえばいいのだ。

　幸いにもリリアナは養子だし、多少の迷惑はかけるかもしれないがブランジェ公爵家にはノエルがいる。養子がひとり消えたところで公爵家の存続に影響はないだろう。これで大切にしてもらった恩返しができると思えば、申し訳なさも軽くなる。婚約破棄されたタイミングで養子だったと知ったのは、まさに天啓だとリリアナは感じた。

「そうよ……これしかないわ。私、この家から出ていこう！」

　七回目の婚約破棄と養子だったと知ったショックは胸の奥深くに閉じ込めて、リリアナはノエルのためにブランジェ公爵家から去ることを決めた。






　それから二週間が経ち、いよいよリリアナの準備が整った。

　目的地はオルスン公爵領にある修道院で馬車に乗って十日ほどかかるが、ここならブランジェ公爵家の影響は受けない。万が一見つかっても帰ってこられないように、権力が及ばない遠方にする必要がある。

　また、いろいろと調べた結果、リリアナは自分の生活能力が皆無だと気付いたので練習期間を設けたかった。

　できるだけ身の回りのことは自分でこなし、今後の生活に備え、街に出てこっそりとアクセサリーやドレスを売り資金を用意している。いずれも元婚約者たちからのプレゼントなので有効活用させてもらった。

　夜明け前に公爵家の裏口から外に出て、そのまま徒歩で街の西側にある乗合馬車の乗降口まで向かう予定だ。この時間は裏口に誰もいないことや鍵の場所も確認済みで、使用人の巡回もない。

　あらかじめ用意しておいた平民が着る簡素なワンピースに身を包み、頭からストールをかぶって目立つ薄紫の髪色を隠した。足音を立てないように慎重に階段を降りて、裏口の鍵を開けて荷物の搬入口へ向かう。ゆっくりと扉を閉めると、駆け出したいのをこらえて無人の搬入口から敷地の外へ出た。

（よし、ここまでは計画通りだわ……！）

　ボストンバッグにまとめた荷物を抱え、早歩きで街へと足を進めた。朝一番の馬車に乗って一刻も早くオルスン領へ向かいたい。

　三十分ほど歩き誰も追いかけてこない様子から脱出が成功したのだと、リリアナはようやくホッとした。

「はあ、よかった。これなら馬車の乗降口まですんなり行けそうだわ」

「ワンッ！」

「ひゃあっ！」

　突然背後から犬の鳴き声が聞こえて、リリアナは驚きで飛び上がった。編み上げブーツにすり寄るのは、銀色の毛並みとアイスブルーの瞳が美しい犬。ブランジェ公爵家で飼っていたペットのルーだ。どこからか抜け出して、リリアナの後を追ってきたらしい。

「ルー！　ダメよ、こんなところまで来て。さあ、屋敷に戻りなさい」

「ワォン!!」

「ダメったら、ダメよ。今回だけは連れていけないわ」

「クゥ～ン……」

　ルーはしょんぼりとして、銀色のふさふさした尻尾をパタッと地面に落とした。賢い犬でリリアナが命じたらいつでも従ってきたのに、今回は明らかに様子が違う。

　それでもリリアナは心を鬼にして、ルーを突き放しずんずんと先へ進んだ。

「クゥ～ン」

「ゴー！　ハウス！」

「クゥ～ン」

「か・え・り・な・さ・い！」

「クゥ～ン」

　しかし、何度命令してもルーはつかず離れずついてきて、寂しそうに悲しそうに鳴くのだ。

「もう～、わかったわよ。その代わり、私の言うことをよく聞いてね」

「ワンッ！」

　リリアナがそう言った途端に、尻尾を大きく振って足元に擦り寄ってくる。仕方ないと笑みをこぼしながら、リリアナに旅の供ができたことは内心嬉うれしかった。

（修道院には事情を説明して、なんとか一緒に暮らせるようにしてもらおう）

　ルーと一緒に歩きながら、リリアナはこれまで過ごした屋敷での日々を思い出す。

　リリアナとノエルは傍目から見ても仲のいい姉弟だった。ノエルはクルクルの金髪に愛らしい笑顔でリリアナの後をついて歩き、それがたまらなくかわいらしくて、リリアナも惜しみない愛情を存分に注いできた。母は病弱で父は仕事で忙しくしているため、ふたりで過ごす時間が多かったからなのか、ノエルは幼い頃からリリアナによく懐いていた。

（あ、でもノエルとルーはなぜか犬猿の仲なのよね。ふふ、それはそれで楽しかったな）

　理由はわからないが、いつもノエルはルーを遠ざけたがった。ルーもノエルは敵だと認識しているのか、リリアナを守るように間に入ってくる。

　結局最後にはノエル、リリアナ、ルーの順番で並んでよく一緒に過ごしていた。

（……そんな時間はもう過ごせないのね）

　潤んできた視界を瞬まばたきでやり過ごし、リリアナはやっとのことで馬車の乗降口へ着いた。

「ルー、ここからは人が多くなるから、おとなしくしていてね」

「ワン」

　小さく吠ほえたルーに満足して、リリアナがやってきた馬車に乗り込もうとした時だ。

「どこへ行くの？」

　慣れ親しんだ声と共に、腕を引かれて温かいものに包まれる。

「姉上、こんな時間にこんな格好でなにしているの？」

「ノエル!?」

　今ではリリアナよりもすっかり大きくなり逞たくましくなったノエルの身体に抱き寄せられていた。風になびく金色の髪がキラキラと輝き、青い瞳の仄暗さと相まって異様な雰囲気を醸し出している。

　ルーがノエルに向かって唸うなっているけれど、それを完全に無視してリリアナに語りかけた。

「ねえ、答えてよ」

「……それは、その」

「もしかして、家から出ていくつもりだった？」

「うっ……そ、そうね」

「なんで？」

　淡々と事実確認をしているだけなのだが、ノエルの声には感情がこもっていない。それがなんだか恐ろしく感じて、リリアナは視線を逸らした。

「ノエルのためにならないから……」

「僕のため？　僕のためというなら、屋敷に戻って今まで通り一緒に暮らしてよ」

　もうこうなってしまったら、すべてを話すしかない。そうしたらきっとノエルも納得するはずだと、リリアナは説明しはじめる。

「ダメよ。私がいるからノエルは婚約しないのでしょう？　それなら養子の私が出ていくのが筋というものよ」

「……へえ？」

　想像していたのと違う反応だったのでノエルを見上げると、口角を上げニヤリと笑っていた。

「なんだ、バレたならもう我慢しなくてもいいよね」

　次の瞬間、青白い光に包まれ浮遊感に襲われたリリアナは、眩しさに目を閉じる。ルーの鳴き声が聞こえなくなり、浮遊感がなくなったと思ったら、とても柔らかい布の上に放り出された。ノエルが転移魔法を使ったのだとリリアナは理解する。

　慌てて目を開けると、眼前にはノエルの美貌が迫っていた。しかもよくよく状況を確認するとここはノエルの私室で、あろうことかベッドの上に押し倒されているではないか。

「リリアナ、愛してる。このまま僕のものになって結婚して」

「…………はい？」

　リリアナは義弟おとうとであるノエルのベッドの上で、驚愕のプロポーズを受けた。

















第二章　姉の策略












「ちょっと、待って！　ノエルは私の弟でしょ!?　結婚なんてできないわ！」

「うん、血の繋がりはないし、道徳的にもなんの問題もない義弟だね。大丈夫、籍なんてどうにでもなるよ？」

「いやいや、道徳的に問題大ありでしょう!!」

「そんな細かいことは気にしない」

「気にしなさいよっ!!」

「ふふ、とにかく戻ってきたんだから、これからはおとなしくしていてね。リリアナ」

「嫌よ！　私の話を聞いて!!」

　猛然と反抗していたら、ようやくノエルから解放されベッドから起こされた。ホッと一息ついたのも束の間、ノエルがリリアナの前で跪ひざまずき愛を乞う。

「ずっと前からリリアナがほしくてたまらなかった。血の繋がりがないってわかってからは気持ちを抑えられなくて、絶対にリリアナを僕の妻にすると決めていたんだ」

　いつもの軽口から一転、真剣な表情で縋すがるような眼差しを向けるノエルの様子にリリアナの心臓が大きく波打つ。ノエルがここまで激情のこもった視線をリリアナに向けるのは初めてだ。

（勝手に決めないでよ！　ただでさえノエルはこうと決めたら誰の話も聞かないじゃない！）

　そう言いたいのをグッとこらえ、真面目な顔で話すノエルの言葉に耳を傾ける。確かに強引に屋敷まで引き戻されたが、それでもノエルはリリアナにとって大切な弟なのだ。無下に扱うことはできなかった。

「でもね、私にとってノエルは大切な弟なの。だから私がそばにいたらお互いにつらくなるだけよ」

　たとえノエルが傷つくとわかっていても、リリアナはこんな風に突き放すしかできない。心が痛むけれど、できるなら穏やかにノエルの幸せを願い祝福したいと思う。

「……そんなことで僕があきらめると思う？」

「……思わないわ」

「さすがリリアナ。よくわかってる」

　嬉しそうに笑うノエルを見て、どうしてこんなことになってしまったのかとリリアナは深いため息をついた。

（子供の頃は、私に懐くかわいい弟だったのに……）

　子供の頃のノエルは、ぱっちり二重のクリクリした目が、カールした金髪と相まってそれはもう天使のようだった。見た目に反して意志が強く、振り回されることもあったけれど、『おねえさま！』と笑顔で駆け寄ってくる姿は本当に愛らしかったのだ。

　どうしてかルーとだけは気が合わなくて衝突することもあったけれど、男兄弟のいないノエルにはいい遊び相手だったと思う。

　リリアナは八歳の時に魔力暴走を起こしたことが原因で、それ以前の記憶を失ってしまったのだが、ノエルもルーも今までずっと寄り添ってくれていた。三人で過ごした楽しい思い出が、リリアナの脳裏に甦よみがえる。

『おい、だけん！　そこはぼくのせきだぞ！』

『ヴー、ワンワンッ！』

『おねえさまのおひざにすわるのは、ぼくなの！』

『グルルル……！』

　リリアナの膝の上にルーがちょこんと顔を乗せてくつろいでいると、すかさずノエルがやってきてその場所を代わろうとした。ルーは昼寝の邪魔をされて苛立った様子で、その時のやり取りが微笑ましくて、リリアナは笑いながら仲裁に入る。

『ふふっ、ケンカをしないで。ほら、いつものようにノエルは私の右で、ルーは私の左ね』

『……ワォン』

『……ギュッてしてくれるなら、がまんする』

『ふたりともギュッてしてあげる』

　右手でノエルの肩を抱き寄せて、ルーの首に左手を回した。

『いつかぼくがひとりじめしてやる……』

『ワウッ！』

『ノエル、なにか言った？　ルーもどうしたの？』

　ノエルがポツリと呟いた言葉が聞こえなくて、リリアナは視線を交わすふたりを宥なだめる。

『なんでもないよ』

『クゥ～ン』

『もしかして遊ぶ相談でもしていたの？　ふたりは仲良しね』

　実際はこの時からノエルとルーの仁義なき戦いは繰り広げられていたが、リリアナは仲良くしているだけだと思っていた。

（きっと私が記憶をなくしてしまったから、ふたりとも心配してくれてるのよね）

　魔力暴走を起こすと、自分の意思とは関係なく身体中の魔力が放出され命の危険に晒さらされる。濁流のような魔力に呑のまれ意識を失ったリリアナは目が覚めると、自分が何者なのかも、ここがどこなのかもすべての記憶がなかったのだ。

　周りが寂しそうに笑みを浮かべるのを見て、リリアナも悲しくなった。どうして忘れてしまったのか、魔力暴走を起こしたきっかけもわからない。それほどの魔力持ちだとリリアナ自身はこの時初めて知ったし、今でも膨大な魔力があるけれどなぜか魔法は使えない。リリアナが無事でいられたのは、弟のノエルが真っ先に駆け寄り止めてくれたからだと後から聞いた。

　体調が落ち着いてから、改めて周囲のことを頭に叩き込みリリアナ・ブランジェとして暮らしている。

　だからこそ、事実を覆すのが怖いのかもしれない。

（私がノエルの姉でなかったら、いったい何者だというのかしら？）

　リリアナは考えを改めることにした。

（ノエルがあきらめてくれないなら、私と結婚できないようにするしかないわ……！）

　リリアナはもう一度、結婚相手を探そうと決心した。






　ノエルに連れ戻されてから一週間後、リリアナは王都の大通り沿いにある一軒の店舗を訪れていた。

「リリアナ様はブランジェ公爵家のご令嬢ですのね。あの、失礼ですが、どうしてこのような街の結婚相談所にいらっしゃったのですか……？」

「それには深い訳がありまして、どうしても早急に結婚相手が必要なのです。この際、私と結婚してくださるなら、貴族でなくともかまいません。ただ、浮気や借金は許せないので、真面目で誠実な方だと嬉しいです」

「さようでございますか。それでは精一杯ご縁を結ばせていただきますね」

　にっこりと笑う女性スタッフに、ホッと安心する。

（これで結婚さえしてしまえば、さすがにノエルもどうこうできないわよね）

　この国では一妻一夫制なので、リリアナが結婚すればノエルはあきらめるしかないのだ。養子だとわかってからは、もともと平民になるつもりだったし、これしか方法がないのだからちょうどいい。

「それでは、お相手が見つかりましたら手紙でお知らせいたします」

「はい、あの、できれば私に必ず届くように、魔法郵便でお願いできますか？」

「かしこまりました。そのように手配いたします」

　魔法郵便とは宛名の人物の元に魔法で届けることができる、本人しか開封できない手紙の郵送方法で、少々料金は高くなるがその分確実にリリアナが手にできる。

（ノエルのことだから、手紙を隠すくらいのことはやりそうだものね）

　こうしてリリアナはホクホクの笑顔でブランジェ公爵家へ戻った。






　それから十日後、ついに待ちに待った手紙が届く。

「来たわ！　えーと、お相手はエルさんで、魔導士として勤務しているのね。お見合いの日程は……三日後ね！　うふふ、なにを着ていこうかしら？」

　鼻歌を歌いながらリリアナはお見合いのための準備を進めた。魔導士が好む話題に魔鉱石の情報を仕入れ、平民は馬に乗ることもあるからと乗馬を始め、家計の切り盛りができるように帳簿のつけ方も学ぶ。

　さらに毎日入念に髪の手入れをして、入浴後には香油をつけてもらい、マッサージも欠かさない。侍女たちに磨き上げられて、リリアナはいざ勝負の日を迎えた。

「いいわ！　肌はツヤツヤ、唇はプルプル、衣装は可憐かれんで清楚せいそ。これ以上ないくらい、バッチリね！」

「リリアナお嬢様、こんなに気合を入れてどこへ行かれるのですか？」

　専属侍女としてリリアナに仕えているシェリーが尋ねる。シェリーはリリアナを美しくするためにこの三日間存分に腕を振るっていた。

「ノエルには秘密にしてほしいのだけど……実は街の結婚相談所を使って、お見合いすることにしたの」

「えっ！　結婚相談所!?　お見合い!?　お相手はどのようなお方ですか!?」

「エルさんという魔導士の方よ。誠実で真面目な方をお願いしたから、大丈夫だと思うのだけど……」

「リリアナお嬢様、わたしがお見合いの場まで付き添います！　いいえ、付き添わせてください!!」

「えええ、大丈夫よ。相手はきっと平民だし、私が侍女を連れていったら驚かれてしまうわ」

　リリアナは八度目の正直で、なんとしても結婚をしなければならない。少しでも相手が引いてしまうようなことは避けたいのだ。

　相手が平民なら、同じようにひとりで会いにいくのが筋だとリリアナは考えていた。

「いえ、リリアナお嬢様を見た時点でその高貴さと美しさと可憐さに目を奪われるので、わたしがいたところでなんの問題もありません」

「もう、シェリーったら大袈裟おおげさなんだから。でもお願い、今回こそはちゃんと結婚相手を見つけたいの。わかってもらえるかしら？　護衛には遠くから見守ってもらうから、危険はないのよ？」

「危険がないかもそうですが、相手がクズかどうか気になるのです。リリアナお嬢様を傷つけるようなクソ野郎は、もう一匹たりとも近づけたくありませんから」

　問題ないとリリアナは丁寧に説明するが、それでも納得してもらえずシェリーが食らいついてくる。

　だが、それもシェリーの忠誠心からくるものなのだ。今まで相手に恵まれず、こっそりと涙を流してきたリリアナにシェリーはずっと付き従ってきた。だからこそ、相手がどんな男性なのか気になるし、もし碌ろくでもない人物ならお見合いをぶち壊すつもりでいる。

「ねえ、シェリー。お願い。今回だけは私の気持ちを汲くんでほしいの」

　リリアナもシェリーの忠誠心を理解しているし、蔑ろにしたいわけではないが、今回ばかりはブランジェ公爵家とノエルのためなので引けなかった。

「……わかりました。それではお戻りになりましたら、必ずお話を聞かせてくださいね」

「うん、そうするわ。今までみたいにシェリーに相談するわね」

　ようやく納得したシェリーに見送られて、リリアナはお見合い場所である結婚相談所が提携しているカフェまでやってきた。

　相手は平民ということなので、ドレスはやめて上品なワンピースにした。濃紺の膝下までのスカートの裾には白い糸で刺繍ししゅうが施されて、上品で可憐な仕上がりになっている。琥珀の瞳と同じ色のイヤリングはイエローダイヤモンドだが、小ぶりなのでアクセントにちょうどいい。

　腰まである薄紫の艶髪はサイドに編み込みをして控えめで清楚な印象を与えるようにした。

「よし、これだけ準備を整えてきたのだから、絶対にものにするわ！」

　肉食の魔物も逃げ出しそうな勢いでリリアナは気合を入れた。

　提携のカフェなだけあり、店員に名前を伝えるとすぐに席まで案内される。相手はまだ来ていないようで、リリアナはカモミールティーを頼んで待った。

（どんな人かしら……魔導士ということは、お父様やノエルと一緒に仕事をしたことがあるかもしれないわね）

　ブランジェ公爵家の男性は魔導士として優秀な者が多く、ノエルも含めほとんどが魔塔と呼ばれる専門機関で勤務している。魔塔は魔法や魔道具の研究、魔導士の育成、魔物討伐へ魔導士の派遣など、国を守り豊かにするための機関だ。父クリストファーはすでに引退したが魔塔のトップとして活躍し、ノエルは魔法剣士として魔物討伐で豪腕を振るっている。

　リリアナがカモミールティーを三分の一ほど飲んだところで、背中から店員が声をかけてきた。

「お客様、お連れ様がいらっしゃいました」

　やっと待ち人が来たと思い、リリアナは笑顔で振り返ったのだが――。

「ごめん、待った？」

「……え？　ノエル？」

　店員はノエルの注文を聞いて、すぐさま席から離れていく。ノエルはさも当然のように席に座りくつろぎはじめた。

「ちょ、ちょっと、今待ち合わせしてるのよ！」

「うん、だから僕が来たんだけど？」

　きょとんとしたノエルが、首を傾げて返してくる。麗しの美貌でそんな仕草をされたら思わず話を聞きたくなるが、リリアナはグッとこらえてノエルに別の席へ移動してもらうよう頼んだ。

「だから、私はエルさんという方と待ち合わせをしているの！　ノエルがいたら相手の方が驚いてしまうわ。悪いけれど、ノエルは他の席に移ってもらいたいの」

「だから、僕が『エル』なんだけど」

「……は？」

　そういえば、店員は『お連れ様がいらっしゃいました』と言っていた。ここは結婚相談所と提携のカフェで、お見合いの情報も店舗に共有されている。

「え？　嘘？　エルさんが、ノエル？」

「そうだよ。お忍びの時はいつもエルで通してるんだ。あれ、言ってなかったっけ？」

「そんなこと聞いてない！」

　ノエルはとぼけたふりをして、リリアナの問いかけに答える。絶対にわざと言わなかったのだとリリアナは確信した。

　ノエルは極上の笑みを浮かべて、澄んだ海のように青い瞳をリリアナに向ける。

「あはは、でもちょうどよかったね。僕、結婚相手を探していたんだ」

「え、そうなの!?」

「うん、薄紫の髪に琥珀色の瞳の女性で、いつも前向きで、悲しいことがあってもひとりで我慢するような、放って置けない人を探してたんだよね」

「へ、へえ～……」

　リリアナはノエルの目的を感じ取り視線を逸らした。これ以上聞きたくないが、ノエルは遠慮なしに言葉を続ける。

「リリアナがまさに理想にぴったりなんだ。奇遇だねえ」

「ううう、お断りの返事をするからー!!」

「どうして？　僕は浮気もしないし、当然借金もないし、リリアナには嘘はつかないし、真面目に魔塔で働いているよ？」

「そうじゃない！　そうじゃないのー!!」

　リリアナの気持ちがノエルになにひとつ伝わっていなくて、思わず絶叫する。

「まあ、せっかくだし今日はデートしよう？」

「どうしてそうなるの!?」

「僕がリリアナを好きだから」

「うぐっ」

　ノエルのストレートな言葉に、リリアナは照れと罪悪感が込み上げた。好きだと言われて嫌な気持ちになる人間はいない。でも相手は義弟でブランジェ公爵家の嫡男で、リリアナとは決して結ばれてはいけない存在だ。

「ほら、行こう」

　それでも、つい子供の時のように差し出された手を取ってしまった。

　リリアナにとってこれは絶対にデートではないと思っている。ただ単に仲のいい姉弟が街で遊んでいるだけなのだと思わなければ、もう逃げられない気がした。

　ノエルと街を歩くのは思いのほか楽しくて、あっという間に夕方になってしまった。

「じゃあ、次は四日後だね」

　散々街の中を連れまわされ、ドレスまで何着もプレゼントされてしまいリリアナはぐったりしている。思わず手を取ってしまったら、ガッチリ恋人繋ぎをされて離すことができなかった。

「いや……お断りするから次はないわ」

「ふ～ん、でもリリアナに次の相手は見つからないよ？」

「どうして？　相手の方が平民でも気にしないって伝えたわ」

「相手が誰であろうと、今までのように僕が潰すからね」

「…………」

　ノエルの瞳がいつかのように光を失くし昏くらく澱よどんでいる。しかも『今までのように』とは、つまり、リリアナの婚約がうまくいかなかったのは、ノエルが手を回していたということだろう。そんなにも前からノエルはリリアナを妻にするべく画策していたのか。

　数々の元婚約者たちの行動原因がわかったものの、執着心が強い義弟に目をつけられ、男運がいいのか悪いのかよくわからない。

　とにかくリリアナは次の約束を断れないどころか、この結婚相談所で相手を見つけること自体が絶望的なのだと理解した。

「で、四日後はどこに行こうか？　今日は街を散歩したから、演劇でも見にいく？」

「もう、好きにして……」

「うわ、僕の好きにしていいの？」

　嬉しそうなノエルの声に、リリアナの頭の中で激しく警鐘が鳴り響く。このままノエルに任せたらとんでもないことを言い出しそうだと、慌てて訂正した。

「待って。やっぱり演劇でいいわ」

「わかった！　リリアナの好きそうな演目を探しておくね」

「ははは……」

　すこぶる機嫌のいいノエルを見て、リリアナは乾いた笑いしか出てこなかった。







＊　＊　＊








　そんなリリアナとノエルの様子を物陰から見つめる人影があった。

　頭にはスカーフを被り、眼鏡をかけてジッと動かず気配を消している。眼鏡の奥の瞳は新緑のように鮮やかで、スカーフからこぼれる淡いピンクの艶髪は薄暗い路地でも異彩を放っていた。

（あああ！　あんなに寄り添って……！　指を絡ませて繋ぐなんて、まるで恋人同士じゃない!!　あの方はノエル様のお姉様のはずよね？　どうしてあんなに仲睦まじいの……!?）

　見た目や動きこそ怪しいが、彼女こそノエルに婚約の打診をした聖女、フェリーネ・オルスン公爵令嬢だ。

　フェリーネは想いを募らせるあまり、ノエルの行動を把握するため、聖女の仕事の一環と称してこうして後をつけることがたびたびあった。

（手紙を送っても返事をもらえないし、直接お会いしようにもガードが固くて近づけない……ノエル様ってばいつもクールで誰に対しても塩対応なのに、お姉様の前だと楽しげに笑うのよね。だけど姉弟であの距離感はさすがにおかしくないかしら……？）

　フェリーネはずっとノエルを見つめている。毎日毎日、時間が許す限りノエルがなにをしているのか、どんなものを食べたのか、細かく調べてデータを集めていた。

　だからこそ、気が付いた。

（待って、婚約の打診を断られた時に想い人がいるって言われたけれど、それってまさか……？）

　薄暗い路地で、ふたりの姿を眼鏡越しに見つめながら呆然と立ち尽くす。

　フェリーネはノエルの想い人が姉であるリリアナだと、思い至った。







＊　＊　＊








　リリアナは頭を悩ませている。

　結婚相手を見つけようと街の相談所に行ってみたが、あえなく失敗。結局ノエルに捕まり、ふたりで街へ繰り出して遊ぶだけで終わってしまった。

（ダメだわ……ノエルの気持ちが真っ直ぐすぎて、とても逃げられる気がしない）

　そこで考え方を変えてみる。逃げられないなら、逃げなくて済むようにしたらどうだろうと思考を巡らせた。

（あ……！　ノエルが私を嫌いになればいいんだわ！）

　逃げられないなら、相手の興味をなくせばいいとリリアナは閃く。そこで次のお出かけではわがまま放題に振る舞うことにした。






　まずはノエルに街で待ち合わせしようと持ちかけ、リリアナはわざと二時間ほど遅れて屋敷を出る。こんなに待たせたら、さすがのノエルも怒るに違いない。

　待ち合わせ場所の街の広場に到着したリリアナは、ノエルが座るベンチの前へわざとゆっくりと近づいた。あえて怒りを煽あおる行動を取るが、リリアナが広場に入るとノエルはすぐに気が付き嬉しそうに笑う。

「リリアナ、おはよう。こうやって待ち合わせするのも新鮮でいいね」

「そうね。家から一緒に出かけたんじゃ、いつもと変わらないし……っていうか、ノエルはこんなに待たされて怒ってないの？」

「え？　リリアナとデートできるのにどうして怒るの？　待つのも新鮮で楽しかったよ」

「……そ、そう。というか、デートじゃないけど」

　リリアナがただノエルに意地悪しただけになったような気もするが、嫌われるように精一杯ノエルを振り回した。

「はあ、喉が渇いたわ。ねえ、ノエル。メロンジュースが飲みたい」

「え？　メロンジュースか……今は時期じゃないけど、どこかで売ってるかな？　探してくるよ」

　ノエルが走り回って見つけてきたところで、やっぱり違う飲み物がいいと頼んで使いっ走りにした。当然、飲み物に罪はないのですべてリリアナのお腹に収まっている。

（うう、飲みすぎてお腹がタポタポしてる……！　もう飲み物でわがまま言うのはやめよう）

　ノエルはリリアナの様子を見て、さりげなく体調を気遣うように声をかける。

「リリアナ、少し散歩しようか？」

　いつもならリリアナも喜んで散歩に向かうのだが、今日は嫌われなくてはならないため、あえてノエルの提案を拒否した。

「……嫌よ。歩きたくないわ」

「ふうん、じゃあ、僕がお姫様抱っこしてあげる」

「は!?　もっと嫌に決まってるでしょ!!」

「いいから、いいから、照れてるリリアナもかわいいね」

「嫌あああぁぁぁぁ……!!」
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　ノエルに予想外の反撃を受けて、リリアナの精神がごっそりと削られる。しかもノエルは見たことがないくらいいい笑顔で、リリアナのわがままに付き合っていた。

「ダメだわ……嫌われるどころか、ノエルが生き生きとしてるじゃない……！」

「ははっ、だっていつも我慢しているリリアナが僕だけにわがまま言うなんて、嬉しいに決まってるよ」

　これが自分を嫌ってほしい義弟ではなく、赤の他人だったら一瞬で恋に落ちていたに違いない。リリアナは深いため息をついた。






　屋敷に戻ったリリアナは私室のベッドへダイブした。

「はあああ……なんでこんなにうまくいかないの……」

　リリアナがなにをやっても、ノエルの手のひらで転がされてしまう。しかも帰りがけには、また次のお出かけも約束させられたのだ。断じてこれはデートではないとリリアナは強く思う。

「ノエルは義弟なんだから私とは結婚できないのに……。相手が優秀すぎて、太刀打ちできないなんて……」

　落ち込んだ様子のリリアナを気遣って、昼寝から起きたルーがそっと寄り添ってきた。

　モフモフを思う存分堪能して、腹の底から真っ黒な気持ちと一緒にため息を吐き出す。

「はあああああ、ルーに癒されるぅぅぅぅ」

　その間、ルーはジッとしてリリアナの好きに触らせてくれた。そうしてやっとリリアナの気持ちが落ち着いていき、モフモフしながら次の手を考えはじめる。

「嫌われる作戦がダメなら、次はどうしたらいいんだろう……？　誰か頼める人はいないかしら……？」

　社交デビューこそしたものの、パーティーなどに出ないリリアナは同世代の友人がいない。貴族たちは目的があって王立学園に通う子供と、屋敷で家庭教師を雇う子供と半々くらいだ。リリアナは父とノエルの進言もあって家庭教師に学んだので、屋敷を出ることがほとんどなかった。

「こんなことなら、なにか理由をつけて王立学園に通っておけばよかったわ。ねえ、ルーもそう思うわよね？」

「ワオンッ」

「はあ、私の話を聞いてくれるのはルーだけだわ」

　ルーの気持ちのいい返事に気をよくしたリリアナは、どうにもならなかったら父に相談してみようと考えた。






　それから十日ほど経った頃、珍しくリリアナの客人がやってきた。

「え？　私にお客様？　いったい誰かしら？」

「それが……聖女フェリーネ様がいらっしゃっています」

「聖女様!?」

　シェリーの言葉にリリアナは驚いた。

　どんな用件なのか想像もできないが、願ってもない来客にリリアナは最速で準備を整えて応接室へ向かう。息を整えてから、ゆっくりと扉を開いた。

「お待たせいたしました。聖女フェリーネ様。お初にお目にかかります。私がリリアナ・ブランジェでございます」

「初めてお会いするわね。わたくしは聖女フェリーネ・オルスンよ」

　優雅にカーテシーをして視線を上げると、緩いウェーブのピンクブロンドの艶髪を下ろし、凛りんとした姿勢で佇たたずむ美少女がソファーに座っていた。

　リリアナを真っ直ぐに見つめるエメラルドの瞳は、引き込まれそうなほど美しい。

（うわあ、フェリーネ様ってノエルに負けないくらい可憐で綺麗きれいだわ！）

　うっかり見惚みとれそうになったが、なんとか気を取り直してフェリーネの向かいに腰を下ろした。

　メイドがお茶の用意を終え応接室にふたりきりとなったので、リリアナはフェリーネへ問いかける。

「聖女様、我が屋敷までお越しいただきありがとうございます。本日はどのようなご用件でしょうか？」

「……わたくしがノエル様に婚約を申し込んでいるのに、よい返事がもらえないのはご存じかしら？」

「はい、存じております。こちらの対応が至らず誠に申し訳ございません」

　ノエルの婚約についての話だとリリアナは理解したが、それならどうして父であるブランジェ公爵ではなく、姉のリリアナに会いに来たのか聖女の目的が読めない。

「そう、それなら話が早いわ。わたくし、その原因が貴女にあるのではないかと思ったのよ」

「えっ……！」

　リリアナは思わず声をあげる。フェリーネの慧眼けいがんに心底驚いた。ノエルにプロポーズされたことも、口説かれていることも誰にも話していないのに、フェリーネは正確に原因を見抜いている。

「そこで提案なのだけど、ノエル様とわたくしが婚約するために、貴女はブランジェ公爵家から出ていってもらえないかしら？」

「ええっ!?」

「もちろん、わたくしの方で行き先の手配はするわ。しばらくは生活にも困らないように――」

「よ、喜んで!!　いつ出ていったらよろしいでしょうか!?　実は今までも何度か挑戦したのですが、ことごとく失敗いたしまして……あ、そうですわ！　ぜひフェリーネ様もご協力いただけませんか!?」

　フェリーネの言葉に食い気味で、待っていましたと言わんばかりに身を乗り出してリリアナは答えた。願ってもない申し出に断るなんて選択肢はない。むしろ確実に家から出ていけるようフェリーネにも力を貸してほしいとリリアナは提案した。

「え、わたくしが協力……？」

「はい！　お話した通り、前に何度か挑戦したのですが、私ひとりだとノエルに見つかって、連れ戻されてしまうのです。ですがフェリーネ様に協力していただけるのでしたら、成功率は劇的に上がるのではないかと！」

「あ、そう……で、具体的に協力というのは、なにをすればいいの？」

　若干引いた様子のフェリーネをあえてスルーして、リリアナは思考を巡らせる。

（フェリーネ様にはノエルともっと距離を縮めてもらいたいし、私からもノエルの攻略法を教えたいのよね……うーん、そうなると外で会う時間が取れるかしら？）

　聖女であるフェリーネは王都の結界を守護するという特別な仕事がある。それがどれくらい時間を割かれるものなのか、リリアナは知らなかった。

「フェリーネ様は、日中自由に行動できる時間はどれほどございますか？」

「自由時間ね？　そうね……昼食後の一時間くらいかしら。それ以外は基本的に日が落ちるまで祈りの時間だから、多少融通はきくけれど、多くの時間は取れないわ」

　それでは時間が足りなさすぎる。さまざまな打ち合わせも迅速に行わないと、ノエルに勘付かれてしまうのだ。

「わかりました。それではフェリーネ様、今この時からブランジェ家に逗留とうりゅうしてください！」

「はあ!?　どうしてわたくしがそこまで……！」

「よろしいですか、ノエルを出し抜くのは並大抵のことではありません。無駄に頭の回転が速く、ムカつくほど細かいことにも気が付く観察眼を持っています。そのため作戦は極秘裏かつ速やかにこなす必要がございます。さらにフェリーネ様がこの屋敷に逗留してくだされば、ノエルとの接触の機会も自然と増えるでしょう」

　ここまで説明するとフェリーネはハッとして、視線を落とし考え込んだ。聖女としての仕事も、オルスン公爵家との兼ね合いもあるのだろう。

　即決は難しいかとリリアナがあきらめかけた時、フェリーネが口を開いた。

「わかりましたわ。リリアナ様に協力するために、ブランジェ家への逗留を希望いたします」

「まああ！　ありがとうございます！　早速父へ許可を取り付けてきます！」

「えっ！　これから許可を得るの!?　先に許可を取ってから話しなさいよ！」

　フェリーネは眉を寄せて苦言を呈する。確かに準備が後手に回っているが、フェリーネの突然の訪問があったから発案できた計画なので仕方がない。

「申し訳ございません。たった今思いついたので……。それではフェリーネ様はお心の調子が悪く、私が話し相手になるということで父に話を通します。もう少々お待ちくださいませ！」

「ちょっと、それではわたくしが心の弱い人間みたいではないの！」

「うーん、そうなのですが、そういう設定の方がノエルも優しく接すると思います」

「ぐっ……そ、それなら仕方ないわ。では、わたくしと貴女は友人ということになるわね」

「えっ……友人、ですか……？」

　フェリーネの提案にリリアナはゴクリと唾を飲み込んだ。

「なによ、わたくしが相手では不満なの？　でも話し相手になるなら、友人くらいの関係でないと説得力がないでしょう？」

「いえ！　とんでもないことでございます！　フェリーネ様が私の友人になってくださるなんて、本当に光栄です！」

　思わずできた人生初の友人にリリアナの心が踊り、顔が緩んでいく。どんな形にせよ、友になったからにはフェリーネを大切にしようと固く決心した。

「そう、それならいいわ。早くブランジェ公爵の許可を得てきてくださる？」

「ご理解いただきありがとうございます！　それでは一旦失礼いたします！」

　フェリーネの横暴や無茶な提案はまったく気にせず、リリアナは意気揚々とブランジェ公爵の執務室へ向かった。

　勢いよく扉を開き、執務中のブランジェ公爵の前までズカズカと進む。

「お父様！　お願いがございます！」

「どうした？　リリアナが礼儀作法も吹っ飛ばして頼み事なんて珍しいな」

「あっ……申し訳ございません。ちょっとそれどころではないご相談がございましたので」

「それは、聖女の訪問と関係があるのかな？」

　ブランジェ公爵は穏やかそうな笑みを浮かべながら、鋭い視線をリリアナに向ける。屋敷の主人が聖女の訪問を知っているのは当然なのだが、リリアナは胃がギュッとせり上がった気がした。

　優しそうだからと気を許したら、ブランジェ公爵にあっという間に秘密を暴かれ弱みを握られてしまう。筆頭公爵を務めるだけあって油断ならないし、この雰囲気に騙だまされてはいけない。

「フェリーネ様が私に会いにいらっしゃったのは、友人である私に話し相手になってほしいと打診するためだったのです。実は聖女様はお仕事で心身に負担がかかっているらしく、少し環境を変えたいとのご希望でしたので、この屋敷に逗留されてはいかがとご提案いたしました」

「ふうん、なるほどね。ここで聖女に恩を売るのも悪くないか……」

　そう言いながらも、ブランジェ公爵はこのことが周りにどのような影響を与えるかを計算し、考えを巡らせている。その姿は公爵家の血を色濃く受け継いだノエルを彷彿ほうふつとさせ、優秀なのは血筋なのだとリリアナは思った。

「わかった。オルスン公爵には私から知らせを出そう。メイドに客室を用意させるから、フェリーネ様にはもう少しお待ちいただくよう伝えなさい」

「お父様、ありがとうございます！」

　ホッとしたのも束の間、ブランジェ公爵はジッとリリアナを見つめて問いかける。

「しかし、いつの間に聖女と友人になったのだ？」

「それは……お会いした時に意気投合したのです」

「ほう、そうだったのか」

　リリアナは焦りを隠しつつかなり省略した説明をするが、探るようなブランジェ公爵の視線が突き刺さった。このままここにいたら、リリアナとフェリーネが友人になった経緯について詳しく話すことになりそうだ。しかしノエルの婚約が正式に決まるまではなにも話したくはない。

「そ、それではフェリーネ様をお待たせしているので失礼いたします！」

　リリアナはブランジェ公爵の執務室から逃げ出すようにして客室に戻り、部屋の準備が整うまでフェリーネと打ち合わせを続ける。

　こうしてリリアナとフェリーネは対ノエル共同戦線を結成した。






　まずは夕食でノエルとフェリーネが打ち解けられるよう、リリアナは案内役を買って出た。

「フェリーネ様、夕食の時間です」

「リリアナ様。あの、本当にわたくしも一緒にいただいていいの？」

「当然ですわ。賓客としておもてなしするよう父からも言いつけられております」

「そう、賓客としてなのね。わかったわ」

　落ち着かない様子のフェリーネを夕食の席に案内し、ノエルの席の隣に座るように促す。

　長いテーブルの端はブランジェ公爵の席だが、滅多に食事を共にしない。病弱な母が寂しがるからと言って、いつも離れで食事を済ませる。子供の頃から誕生日だけが親子で食事を取る日と決まっていた。

　ノエルとリリアナは幼い頃からテーブルを挟んで食事を共にしてきた。いつも父の席から見て右側にノエル、左側にリリアナが座る。フェリーネをノエルの隣に座らせれば、ふたりの距離も縮まるとリリアナは考えた。

　リリアナがテーブルの反対側の席へ向かう途中でノエルも食堂へ入ってくる。

「リリアナ、ただいま」

　ノエルは帰宅したばかりで、いつものようにリリアナを抱擁した。それは恋人や夫婦がするものなのだが、どの家族も同様だと思っているリリアナはフェリーネの苛立ちがにじむ視線に気が付かない。

　聖女がいることはすでに耳にしているのか、フェリーネがノエルの視界に入っても普段と変わらない様子だ。リリアナはノエルがフェリーネを拒否しなかったことに胸を撫なで下ろす。

　抱擁を解いたノエルは席を見て不思議そうにリリアナに尋ねた。

「あれ、いつもと反対に座るの？」

「いいえ、ノエルの隣にフェリーネ様の席を作ってもらったのよ」

「……なぜ？」

　室内は快適な室温に保たれているはずなのに一気に肌寒くなり、ノエルの海のように青い瞳から光が消える。リリアナは身の危険を感じて、慎重に言葉を選びながら答えた。

「実は今日からフェリーネ様がこの屋敷に逗留されることになったの。慣れない場所で心細いだろうしノエルとも打ち解けてほしくて……」

「それ必要？」

「必要よ！　フェリーネ様は心身を癒すためにいらっしゃっているの。だから私も時間が合う時はフェリーネ様の話し相手になるわ」

「ふうん、それがリリアナの望みなの？」

「そうよ」

　ノエルはジッとリリアナを見つめた後、深いため息をついてフェリーネの隣に座った。

（よかった～！　なんとか第一段階はクリアしたわ～！）

　達成感でいっぱいのリリアナもふたりの反対側に座り、食事がはじまる。しかし、ずっとノエルに見つめられて、どうにもいたたまれない。

　ノエルは決して視線を逸らさず、焦げつくような熱い視線を送ってくる。隣にいるフェリーネもやがてそれに気が付き、会話もなくなり食卓の空気は重苦しいものになった。

（ううう……どうしてこうなるの！）

　それからも食事のたびにフェリーネからは憎悪のこもった視線を、ノエルからは焦げつくような視線を送られ、最初にギブアップしたのはリリアナだった。

「も、申し訳ございません。私は食事の時間をずらしますので、今後はおふたりでゆっくりと召し上がってください」

「じゃあ、僕は明日から屋敷で食べないから用意しなくていい」

「そんな……！」

　ノエルはツーンと澄まして黙々と食事を口に運んでいる。こうなったノエルは絶対にリリアナの話も聞かない。フェリーネはショックを受けた様子で俯うつむいている。

「わかりました！　席替えをしましょう！」

　そうして試行錯誤の結果、リリアナとノエルが並んで座り、テーブルの向かいにフェリーネが座ることになった。これだとノエルの機嫌がよく、フェリーネにも笑顔を向けるので一番平和的なのだ。

（どうしてこうなるの――!?）

　リリアナの心の叫びは、誰にも届かなかった。






　そんな暮らしが二週間ほど続き、リリアナはフェリーネの客室に呼び出された。

「リリアナ様」

「はいっ！　いかがなさいましたか、フェリーネ様」

　聞いたことがないくらいのフェリーネの低音ボイスに、リリアナはビクッと肩が震える。明らかに怒り心頭のフェリーネの話を静かに聞いた。

「一向にノエル様との距離が縮まらないのは、どういうことですの!?　毎日毎日、食事以外では声をかけてもすぐに逃げられるし、そもそもお姿を見かけることがほとんどないのよ！　これでは話が違うわ!!」

（あああああー！　ついにフェリーネ様の忍耐が限界に達してしまったわ！）

　リリアナはこの二週間、ふたりを取り持とうと懸命に努力していた。食事の際は常に三人で会話するように気を配り、チャンスがあればそっと身を引いてノエルとフェリーネをふたりきりにするよう行動してきた。しかし、その度にノエルもすかさず席を外し、結果フェリーネだけが取り残される。

　そこでノエルの予定を情報提供してみたもののなぜか姿を見ることすらできずにいた。ノエルは徹底的にフェリーネを避けているようだ。このままでは計画が進行しないので、リリアナは最終手段に出ることにする。

「わかりました。それではフェリーネ様は私の代わりにノエルと出かけてください」

「……どういうこと？」

「定期的にノエルと出かけているのですが、フェリーネ様が代わって下さればその間に私は国を出ます」

「あら、そういうこと？　いいじゃない」

　もうこれしか方法はないとリリアナは観念した。ノエルが手強くてリリアナの手に負えないなら、強引にでも計画を進めるしかない。

「よろしいですか、ノエルは異変をすぐに察知しますので、くれぐれもお気を付けください」

「ええ、任せてちょうだい」

「それでは三日後にお願いします。私も至急準備を整えますので、フェリーネ様は今まで通りにしていてください」

　リリアナはそれからすぐに私室に戻り荷造りを始めた。もう何度か準備してきたので慣れたのか、三時間ほどで荷物をまとめ終わる。前回は国内逃亡であっさりと見つかってしまったので、ノエルが追いかけて来られないだろう国外へ行こうとリリアナは考えていた。

（いよいよ、このお屋敷ともお別れね。今度こそ成功させないと……）

　しんみりした気持ちを抱えリリアナはベッドに腰かける。次のお出かけがあると思い、オープンしたばかりのカフェには行かなかったのが心残りだが、こうなっては仕方がない。

「あのカフェ、行っておけばよかった……」

　ノエルとのお出かけはいつも楽しかった。幼い頃から多くの時間を過ごしてきたノエルは、リリアナのことをよく理解している。

　リリアナが欲しがる物や好きな物をめざとく見つけては、先回りして用意してくれた。リリアナが月のもので体調が悪い時は、屋敷でのんびりしようと言って休ませてくれたこともある。

　楽しくて嬉しくて温かくて、宝物のような時間だった。

（もう考えるのはやめよう。ノエルの幸せのために、私がここにいてはいけないのだから）

　リリアナとて、幼い頃から共に過ごしてきたノエルの気持ちが本気だということはわかっている。だからこそここにいられないのだ。ブランジェ家のため、いや、リリアナがノエルに気持ちを許してしまわないように、離れるしかない。

　リリアナは胸に込み上げる鉛のように重い気持ちに蓋をして、いつもの通りに過ごした。






　ノエルとのお出かけの日、リリアナは待ち合わせの前に寄りたいところがあると言って、朝早くに屋敷を出た。

　出発の時間を早めると言ったノエルに、サプライズの準備があるからと説明してなんとかひとりで出かけることに成功した。

「はあ、危なかったなあ。でもこれで、しばらく時間稼ぎができるわね」

　フェリーネには、サプライズでリリアナから頼まれたと言うように伝えてある。ある意味サプライズなので、まるっきり嘘というわけでもない。

（ノエルはまた怒るかな。まあ、でもこれでノエルが幸せになるなら、憎まれ役もどんとこいだわ）

　リリアナは屋敷から一番近くにある、国外へ転移できるゲートに向かった。そのゲートは王都の外れにあり、身分証を見せて料金を支払えば誰でも利用できるものだ。前回は身分証を持っていなかったが、結婚相談所に登録する際に発行したのが役に立った。

　そのゲートに入るところで、デジャブを体験する。

「ワンッ！」

　銀色のモフモフが長い舌を出しながら、尻尾を大きく振っていた。

「ルー……」

「ワォン！」

「……ついてきたいの？」

「ワン！」

「……はあ、帰れと言っても帰らないのよね」

「クゥ～ン」

「わかったわ！　一緒に行こう！」

　リリアナはルーも連れていくと腹を括る。これまでもリリアナのそばから離れようとしなかったし、前回も屋敷から抜け出してまでついてきたのだ。

　本当はひとりになるのが心細かったリリアナには、嬉しい旅の供になる。

「あ、でもペットってゲートを通れるのかしら？」

　ともかく手続きを進めようと、受付へ出国の申請を出した。しばらく身分証を確認していた受付の担当者が、作業を終えてリリアナに声をかける。

「恐れ入りますが、リリアナ・ブランジェさんは出国できません」

「え！　どうしてですか!?　身分証も本物だし、料金もあります！　もしかして、ペット同伴がダメなのですか!?」

「いえ、そうではなくて、出国拒否者に登録されているので、こちらで手続きができません」

「出国拒否者って……なんで!?」

　リリアナはまさか出国拒否されると思っていなくて、受付の担当者を問い詰める。国外へ出るためにはゲートや国境にある各関所で身分証を出し、許可を得なくてはならないのだ。

　担当者はリリアナを上から下まで見てから、短くため息をついて答える。

「犯罪者や国にとって重要人物だとみなされた場合は登録されるのです。まあ、貴女は犯罪者に見えませんから、よほどこの国から出したくないと思われたのでしょうね」

「そんな……」

　八方塞がりのリリアナはガックリと項垂れた。

　この状況では国外へ出るための馬車でも結局身分証で止められてしまうだろうし、ゲートも使えない。リリアナは相変わらず魔法が使えないので、ノエルのように魔法で転移することができず、残る方法といえば転移魔道具を使って国境付近の街へ移動するか徒歩になる。

　転移魔道具は各国が侵略を防ぐため国内でしか使用できない。国境付近の街まで行けば、商団の荷物に紛れ込み関所を通れるかもしれないし、そこから関所を迂回して山を越えることもできる。ともかく、この状況では国境付近まで移動する転移魔道具が必要だ。

　しかし、個人が自由に使える転移魔道具はリリアナには高額すぎて手が出ないし、徒歩では何日もかかってしまうので、その前にノエルに見つかるだろう。

　トボトボと街を彷徨さまよっていたリリアナは、ある魔道具屋の前で足を止めた。

【転移魔道具の格安中古品あります！】

　魔道具屋の窓ガラスにある張り紙に目が釘付くぎづけになる。

　転移魔道具の格安中古品なら買えるかもしれないと、リリアナは魔道具屋へ飛び込んだ。

「すみません！　張り紙の転移魔道具が欲しいのですが……！」

「いらっしゃい。中古の転移魔道具ね、これだ――」

「これ買います！」

　店主の言葉に被せてリリアナは叫ぶ。なんと幸運なことか、中古の転移魔道具ならリリアナがギリギリ支払える金額だ。

　ただならぬ空気を察した店主は苦笑いしつつ、リリアナの希望通り一番遠くの街まで行ける転移魔道具を販売した。

「ただ、中古品だからたまに不具合が出るんだ。指定された場所と違うところに行くこともあるから、注意してくれ」

「わかりました。国境付近の街へ行ければ大丈夫です」

「そうか、気を付けてな」

　親切な店主に見送られ、リリアナは店を出てすぐに転移魔道具を使用する。

　途端に青白い光に包まれて浮遊感に襲われ、ノエルの転移魔法と同じだなと思いながら瞳を閉じた。






　光が収まりそっと目を開けると、木々が生い茂る森の中だった。リリアナはぽっかりと空いた広場のような場所に立っている。

　足元にフワフワの毛並みを感じて見下ろすとちゃんとルーも一緒に転移していて、ホッとしたリリアナは注意深く周囲を見渡した。

　よく見ると崩れ落ちた建物が散見され、元々集落があったようだった。

「あ、そうか。中古だから廃村に転移したのかも……」

　リリアナは街であれば商団を探すつもりだったが、移動先が廃村となるとこのまま山を抜けたほうが早く国外へ出られるかもしれないと考える。

「うーん、ここは国外に近いのかしら？　ルーはわかる？」

　犬のルーに聞いてもわかるわけないと思いながら、リリアナは不安な気持ちを振り払うように問いかけた。

　するとルーは匂いを嗅いで、ある方向に向かって吠える。それがこちらへ行けと言っているように感じて、リリアナは歩き出した。

「ワンッ！　ワンッ！」

「うん、こっちに行けばいいのね。ルー、ありがとう」

「ワンッ！　ワンッ！」

　リリアナは足元にじゃれつくルーに笑みを浮かべて、森の奥へと足を進める。

　長い間整備されていない様子の山道は伸びた枝が進路を塞ぎ、枝を折ったり避けたりしながら木々の間を抜けていった。しばらくすると、サラサラと水が流れる音が聞こえてくる。もう三時間も山の中を歩き回っていたので、リリアナは川辺で休憩を取ろうとルーに声をかけた。

「ルー、小川があるみたい。ちょっと休まない？」

「ワン！」

　元気よく答えてくれたルーと共に小川を覗のぞき込むと、流れる水は透明で川底まではっきりと見える。リリアナとルーはそこで喉を潤し、大きめの石の上に腰を下ろした。

　すかさず足元に寄り添うルーのモフモフを堪能しながら、リリアナは身体を休める。

（今頃、ノエルはフェリーネ様とデートの真っ最中かしら？）

　リリアナは今日の計画を思い浮かべ、ふたりが仲睦まじくお茶をしているシーンを想像した。胸の奥がチリチリして、なぜかリリアナの気持ちが沈んでいく。

（やだ、どうして私が落ち込むのよ。これがノエルのためなのに……）

　苦笑いしたリリアナは気持ちを切り替えたくて、ルーに今後の計画を伝えた。

「ルー、もう少し休んだら一気に隣国まで進みましょう。国境を越えたら一番近い街で宿をとって、次の日はもっと大きな街を目指すわ。そこで仕事を探して、ふたりで暮らそうね」

「ワオンッ！」

　ルーは嬉しそうに尻尾を振ってくれる。まるで人間の言葉を理解しているような反応が心強く感じて、リリアナは笑みがこぼれた。

「ふふ、ルーがいてくれるから頑張れそう」

　寄り添うルーの首元に腕を回してギュッと抱きしめる。ルーの首元はさらにふわふわの毛並みで、ここだけ毛色も違い首をぐるりと囲う黒いタトゥーのようだ。それがルーの凛とした空気と相まってリリアナは孤高の気高さすら感じていた。

　それから十分ほどゆっくりして、リリアナとルーは隣国へ向けて再出発する。しばらく山の中を歩き進めると、急にルーが立ち止まった。

「ルー？　どうしたの？」

　リリアナが振り返ると、突然、見知らぬ男性の声が聞こえた。

「あー、やっとアイツの縄張りから抜け出せたな」

　リリアナは辺りを見渡すが、他には誰もいない。

「おい、どこを見てんだよ。こっちだよ、こっち」

　聞こえてくる声はリリアナの腰より低い位置から発せられているようだ。だが、そこにいるのはペットのルーだけで、話せるような人間も魔物もいない。

「リリアナ、いい加減、俺が喋しゃべってんのに気付けよ」

「え、え、ええええ――!!　ルー!?　ルーなの!?」

「他に誰もいねえだろ」

　犬のルーが流暢りゅうちょうに人間の言葉を話していて、リリアナはど肝を抜かれた。呆あきれたようなルーはさらに言葉を続ける。

「これでお前を俺のものにできる。さあ、契約を結べ」

　ルーのアイスブルーの瞳が、リリアナを真っ直ぐに見つめていた。
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　その頃ノエルは、リリアナと待ち合わせしていたはずのカフェで、頬杖ほおづえをついて道ゆく人々を眺めていた。

「ノエル様、ここのデザートは本当に美味しいですね。よろしければ、わたくしの注文したケーキも味見されますか？」

　耳障りな声がノエルの耳に届き不快にさせる。

「いらない。悪いけど考え事してるから、しばらく話しかけないでくれる？」

　ノエルの言葉にフェリーネがグッと詰まって項垂れる。

　本当なら今日は、リリアナと新しくできたカフェに行く予定だった。それが待ち合わせ場所にやってきたのはフェリーネで、リリアナのサプライズのためここに来るように頼まれたと聞いた。

（リリアナのサプライズっていうのがまず怪しい……聖女の背後も色々と動いていそうだし、面倒だな）

　道ゆく人々に視線を向けたまま、ノエルはブランジェ家の諜報ちょうほう部隊が調査した報告書の内容を思い返した。

　フェリーネはオルスン公爵の都合のいい駒として使われている。聖女としては力不足であったが、オルスン公爵が多額の寄付金を積んでフェリーネを聖女として認定するよう圧力をかけた。

　そして現時点で聖女の嫁ぎ先の最有力候補であるノエルと結婚して、ブランジェ公爵家へ入り込む。それがオルスン公爵の目的だった。

（オルスンが筆頭公爵になるために画策しているんだろうけど。ていうか、リリアナとデートのはずだったのに、なんで聖女とお茶を飲まなきゃいけないんだよ）

　ノエルはリリアナとデートするため、どんなに忙しくてもあらゆる手を使って時間を作ってきたのだ。決して聖女とお茶を飲むためではない。

　しかしリリアナがサプライズを用意しているというから、迂闊うかつに動くこともできなくて聖女に対して苛立ちを募らせながらリリアナを待っている。

　ノエルにとってリリアナはひと目見た時から特別だった。

　初めてふたりが会ったのは、リリアナが六歳、ノエルが三歳の時だ。父は魔塔の仕事が忙しく、母は家族の前にもほとんど姿を見せることがなかったため、ノエルはずっと寂しい思いをしていた。

　そこへリリアナが姉としてやってきた。最初は母と同じく理由があってどこかにいたのだとノエルは思っていたが、とにかく姉としてリリアナがそばにいてくれることが嬉しくてたまらなかった。

　いつもノエルの手を引いて優しく微笑み、大好きと言いながら抱きしめてくれる。だからノエルもリリアナを宝物のように大切にした。いつも後を追いかけて、悪いものから守ろうと必死になった。

　そのためには剣も魔法も鍛えなくてはいけないと気付き、鍛錬に励んだ。そのおかげで魔塔でも貴重な存在として重用されている。

　ただリリアナのそばにはいつもペットのルーがいて、ふたりの時間を邪魔する敵としてノエルは毎回本気で喧嘩けんかをしていた。

（あの駄犬、本当に邪魔。しかも意外と強いし）

　そこでノエルはいつでもリリアナの居場所を把握できるように、こっそりと追跡魔法をかけた。魔力を追えばいつでもリリアナを感じられる。ノエルは嬉しくなって四六時中魔法を使い続けた。

　そのおかげで、魔力の消費が激しい転移魔法を何度も使えるくらい、魔力量の底上げもできたのだ。今のノエルがあるのは、すべてリリアナのおかげだと言っても過言ではない。

　ノエルは今もリリアナの気配を追っているが、サプライズにしては行動がおかしいと気が付いた。あるタイミングで魔道具を使ったのか山奥へ転移して、国境へ向かって一直線に進んでいる。

（もしかして、リリアナはそのまま国外へ出るつもりか？）

　いくらノエルが転移魔法が使えると言っても、実際はたくさんの規制がかけられていた。

　そもそも転移魔法は非常に高度な魔法なので、国中でも使用できるのは魔塔に所属する一部の人間だけだ。その上、亡命や侵略を防ぐため国外への転移は各国で禁止されている。

　さらにランベール王国では魔塔勤務者は魔力の波動を登録し、違法に魔法を使用した場合、すぐに調べられ処罰されるようになっていた。万が一ノエルが処罰されたら、リリアナを妻にして平和で幸せに暮らす未来が遠ざかってしまう。

　だからリリアナが家から出て行くたびに、ノエルは必ず国内で捕まえてきたのだ。

　しかし今回はそれだけではない。

（ちょっと待て……その先は――!?）

　ノエルは険しい表情で席から立ち上がる。

「悪いけど、僕は用ができたからこれで失礼する」

「えっ、お待ちください！　ノエルさ――」

　フェリーネが引き止めるのを無視して、ノエルは転移魔法を発動させた。

　愛しいリリアナの危険を排除するために。

















第三章　隠されていた真実












「これでお前を俺のものにできる。さあ、契約を結べ」

　ルーは実に堂々としていて、まるでこれが当たり前なのだと錯覚するほどだ。ずっとペットだと思っていたルーが人間の言葉を話して激しく動揺したが、悠然と構えた姿にリリアナもやっと冷静さを取り戻す。

「え……？　契約ってなに？　それより、ルー話せたんだね？」

「今まではアイツの縄張りでうまく力を解放できなかったんだ。だから今すぐ俺との契約を完成させろ」

　言葉は通じてもルーの言う縄張りや契約がいったいなんのことなのかわからず、リリアナは混乱した。話せることからも普通の犬ではなさそうだが、それならどんな存在だというのだろうか。

「ちょっと待って、アイツとか縄張りとか意味がわからないわ。そもそもルーっていったい何者なの？」

　まったく理解していないリリアナの様子を見かねて、ルーは「仕方ない」と言って、小さくため息をついた。そして静かにこうなってしまった経緯を話しはじめる。

「リリアナは覚えてないだろうから……。ちゃんと最初から教えてやるよ。俺はシャブリエ王国の守護獣フェンリルだった」

「守護獣って、確か……シャブリエ王国だけに存在するっていう、あの守護獣？」

「そうだ。あの日も俺は、国を襲った魔物と戦っていた――」

　かつてフェンリルは神々の加護を受け、数千年は生きると言われる守護獣としてシャブリエ王国を守っていた。だが、国を襲った魔物を倒した際に呪いで魔獣になってしまった。途端に手のひらを返した人間たちに封印されて百年が経った頃、リリアナが封印を維持する生いけ贄にえとして捧ささげられたという。

「そんな、ひどいわ……ルーは国を守ったのに……！」

　リリアナはルーが受けた仕打ちに憤った。今までだってずっとリリアナのそばにいて支えてくれたルーが、強い忠義心を持っていることはよく知っている。

「リリアナだって六つかそこらで生贄にされたんだ。俺はそんなもの求めてなんかいなかったのにな」

「あ……そうね。私は捨てられたということよね。なんだ……血の繋がった家族には必要とされていなかったのね」

　ルーの言葉でリリアナが置かれた環境も理解できた。わずか六歳で生贄にされたということは、血が繋がった家族からリリアナは捨てられていたのだ。つまり誰にも必要とされていなかった存在ということになる。

　引き取ってくれたブランジェ家の役にも立てず、挙句は後継者となるノエルを振り回すダメな存在だ。どこに行っても役に立てないのだと、リリアナは自分自身を責めた。

「だから俺は人間なんて信じてない。そんな風に言ってくれるリリアナだけが特別なんだ」

「特別……？」

　ルーのアイスブルーの瞳が切なげに揺れた。

「リリアナの魂の輝きがあまりに綺麗で、一瞬で心奪われた。だから封印を無理やり破ってリリアナと契約をしたんだが、お前の魔力が不安定で完全じゃなかった」

「契約……？」

「ああ、そうだ。我ら守護獣は主人と認めた人間に忠誠を誓う。強固な絆きずなを結び、守護獣の本来の力を解放する契約だ。今は俺の一方的な仮契約になっている」

　リリアナは情報量の多さに困惑した。

　ルーが隣国シャブリエ王国の守護獣だったことも、すでにリリアナと仮契約を結んでいることも、リリアナが生贄だったことも、なにもかも思考が追いつかない。

「リリアナは召喚士の一族だから、正式に契約すれば俺は守護獣としての力を取り戻せる。呪いが解けなくても、主人の命令には絶対服従だから暴れることもなくなるんだ」

「召喚士？　私は召喚士の一族に生まれたの？」

　さらにリリアナのルーツが明かされ、心がざわりと逆立つ。召喚士とは特殊な魔力を使って魔物や守護獣と契約し国を守る特別な存在だ。爵位はなくとも王族に匹敵する影響力があり、この国の聖女のような存在である。

　シャブリエ王国はその唯一無二の力を持つ召喚士を抱え、近隣諸国の中でも発言権が強い。

「ああ、リリアナはシャブリエ王国の召喚士一族、スターレット家に生まれた」

「スターレット家って……召喚士で随一の家門じゃない。それなら、ルーが呪われた時に一族の誰かと契約すれば封印されなかったんじゃないの？」

「はっ！　俺は誰にでも服従するわけじゃねえ。リリアナだから忠誠を誓えると思ったんだ」

　銀色に輝く毛並みが、木漏れ日を浴びてキラキラと光っている。神々しいまでのルーの姿は全身で真実しか語っていないと訴えていた。

（私だから忠誠を誓える……）

　ルーの言葉は役立たずだと自身を責めるリリアナを、そっと勇気づけてくれる。

「リリアナ。俺のすべてを捧げるから、契約してほしい」

　痛いくらい真っ直ぐなルーの気持ちはリリアナの心を震わせた。なんのしがらみもなく、気持ちのままに行動できるルーを少しだけ羨ましく感じる。

「それにな、アイツらの本性はゲスだぜ？　俺がリリアナと仮契約を結んだら、ビビってすぐにリリアナを国外へ追放したんだ。そんなちっせえガキがひとりで生き残る確率なんてほぼゼロなのによ……まあ、運よくリリアナは無事だったけどな」

「そうだったの……」

　リリアナには幼い頃の記憶がない。八歳の頃に魔力暴走を起こして、それより以前の記憶を失っている。ノエルがリリアナの魔力暴走を止めてくれたことはなんとなく覚えているが、魔力暴走を起こした原因もその時のこともはっきりと覚えてはいなかった。

　だが、思いもよらない真実を知ったことで、召喚士の一族だから魔法が使えなかったのかとリリアナは考える。

　それにブランジェ公爵家で大切にされてきたから、顔も知らない家族に捨てられたと聞いても、いまいちピンとこない。

「俺もすぐにリリアナを追いかけたけど、封印を破るので力を使いすぎて、子犬の姿になっちまったんだ。……だからこの姿で、ずっとそばで守ってきた」

「そう……それでいつも寄り添ってくれていたのね。ルー、ありがとう」

　リリアナはずっとそばにいてくれたフェンリルに、心から感謝の気持ちを伝えた。

「リリアナ、俺と契約して番になれよ。死ぬまで忠誠を誓うから、俺を選んでくれ」

「番……？」

「俺の伴侶になってくれってことだ。契約さえしてくれれば人型にもなれる。だから――」

　切なげに揺れるアイスブルーの瞳がリリアナを見つめる。でもリリアナはフェンリルの気持ちに応えられないと思った。

（ルーがずっとそばにいてくれて心強かった。けれど、それは家族に近い想いだわ……）

　ずっとそばで守ってくれたフェンリルを傷つけたくはないが、リリアナは正直な気持ちをはっきりと口にする。

「ごめんなさい……ルーは私にとって家族なの。とても大切な存在なのは変わらないけれど、異性としては見れないわ」

「……そんなにアイツがいいのか」

「えっ？　アイツって……？」

「とぼけるなよ。昔からいつもアイツにだけは――」

　フェンリルが苦々しい表情で声を荒げた時だ。

　大地を揺さぶるような咆哮ほうこうが響き渡る。

「グオォォォォォォォッ!!」

　大きな影がリリアナとフェンリルを覆い、木々の間から黒い物体がゆっくりと姿を現す。

　それはこの地に住む凶暴な黒竜だった。

「黒竜……！　ここって竜の巣だったの!?　そんな、こんなところに転移してしまったなんて……！」

　完全に起き上がった黒竜は木々の上から顔を出し、眠りを妨げた者たちを探しているようだ。大きな黒翼を広げ、口からは灼熱しゃくねつの炎が漏れ出している。二本の角は捻れ先端が鋭いため、それだけで強力な武器となるに違いない。

　緊張感に包まれたリリアナの脳裏に魔道具屋の店主の言葉が甦る。

『指定された場所と違うところに行くこともあるから、注意してくれ』

　多少外れた場所に出るならまだしも、よりによって竜の巣に転移するとは、さすがにリリアナも想像していなかった。

　竜の巣は凶暴な黒竜が住んでいる立入禁止区域のことで、今では転移の魔道具を使っても移動できない仕様になっている。つまり、今回リリアナが使用した中古の転移魔道具は、アップデートされずに古い転移情報を搭載した違法な物ということだ。まさかそんな物を隠しもせずに売っているとは思わなかった。

　違法な商品を売りつけた店主に文句のひとつもいいたいところだったが、あいにくそれどころではない。

　黒竜は通常であれば、この住処で眠りについているが、激昂げっこうすると強力なブレスを吐き出し、辺りを焼け野原に変えてしまうほどの攻撃力を持っているのだ。なにがきっかけで黒竜の逆鱗げきりんに触れるかわからないため、竜の巣は立入禁止区域に指定されている。

　黒竜がグルグルと喉を鳴らしているところを見ると、どうやら機嫌が悪いようだ。

「うわ……もしかして、私たちが起こしたから、機嫌が悪いのかしら？」

　サーッとリリアナの血の気が引いていく。次第に黒竜の口から紅蓮ぐれんの炎が漏れ出し、今にもブレスを吐き出しそうだ。

「どうしよう、黒竜が暴れたら街まで被害が出てしまうわ！」

　リリアナは最悪の状況を想像して、激しい焦燥感に駆られる。

「くそっ、仕方ねえな。リリアナ、俺と正式な契約を結べ。力が解放されれば、あんな奴一撃で沈めてやる」

「でも……！」

「あー、番の件は保留にしておいてやるから気にすんな。これくらいであきらめねえから」

　あきらめないのかとリリアナは思いつつ、目の前で大きく口を開く黒竜が視界に入った。命の危機に決断を迫られる。

「……わかったわ、ルーと正式に契約する」

「いい判断だな」

　するとルーは呪文のような言葉を紡ぎはじめた。

【我の名はフェンリル。この身を盾とし、この牙を剣として、我の命を捧げ未来永劫えいごうの忠誠を誓う――魂血の儀式エスプリット】

　フェンリルがリリアナのつま先にそっと口付けを落とすと、その場所から強い白光があふれ出し眩しさに目を閉じる。光が収まり、リリアナがそっと目を開けると、見たことがない男性が視界に飛び込んできた。

　先ほどまで共にいたルーの姿はどこにもない。代わりにリリアナの目の前に現れたのはキラキラと太陽の光を受けて輝く銀の髪に、氷のようなアイスブルーの瞳の屈強な青年だ。

　彫りが深くはっきりとした二重の瞳は野生的で、顔立ちは非常に整っている。ガッチリとした筋肉質の体躯たいくは、ちょっとやそっとじゃ倒れそうにない。

　首にはルーと同じタトゥーのような模様がぐるりと囲っていた。

「えっ！　誰っ!?」

「誰って、目の前で変化へんげしたんだから、俺に決まってんだろ？　あー、ようやく復活できたな」

　漏れ出したフェンリルの魔力が周囲に渦巻きはじめたのと同時に、黒竜が火炎のブレスを吐き出した。

「きゃあああああっ!!」

　リリアナは恐怖から叫んで目を瞑つぶったが、一向に熱さがやってこない。恐る恐る目を開けると、口元だけ氷に覆われた黒竜が視界に飛び込んできた。

「おい、誰に向かってブレスを吐き出してんだ？　リリアナの髪の毛一本でも焦がしたら、ぶっ殺すぞ」

　フェンリルは黒竜に強烈な殺気を放ち、一歩前に出た。

　口元が凍ったままの黒竜は次のブレスを吐き出すことができず、長い尻尾を振り回し辺りの木々をなぎ倒しながらフェンリルを叩き潰そうとする。

　だがフェンリルは勢いのついた黒竜の尻尾をガッチリとキャッチして、雄叫びをあげた。

「だからリリアナがここにいるって言ってんだろっ!!」

　黒竜の尻尾を手放したと思ったら、フェンリルはその巨体を駆け上がっていく。そして渾身こんしんの力を込めて頭部を蹴り飛ばすと狂暴な黒竜の左角が折れて、その巨体を山中へ沈めた。

　辺りには静寂が戻り、フェンリルは心配そうにリリアナを覗き込む。

「はー、リリアナ、怪我はねえな？」

「う、うん、大丈夫。ありがとう」

　突然現れた美丈夫にリリアナは動揺したが、ルーと同じ色合いの髪と瞳が以前の姿を連想させて落ち着きを取り戻した。

（本当にルーなんだ。ルーがフェンリルで、私が召喚士で……本当に契約を結んだんだ）

　リリアナの中にフェンリルとの確かな絆が感じられ、これが契約することなんだと心と身体で感じている。

「これで俺はリリアナの守護獣だ。呼び出せばいつでもリリアナのそばに来れるし、決して切れない絆ができた」

　フェンリルはそう言って、リリアナを抱き寄せた。逞しい腕に囲い込まれて身動きができない。

「ちょっと、ルー。離してよ。もう行かないと」

「嫌だ。やっとアイツの縄張りから抜け出したんだ」

「でも、早く隣国へ抜けないと――」

　危機を脱したリリアナは本来の目的を思い出し、慌ててフェンリルに離れるよう促した。

　しかし、すでに時遅し。

「――ねえ、その男は誰？」

　いつも甘やかにリリアナの名を呼ぶ慣れ親しんだ声。

　カサリと音を立てて近づいてくる足音に視線を向ければ、そこには昏く澱んだ瞳のノエルの姿があった。

「げっ！　なんでお前がここにいるんだよっ!?」

「黙れ、僕のリリアナから離れろ」

「ぐっっ！」

　ノエルの温度のない声にリリアナとフェンリルの背筋が凍りついた。次の瞬間には、フェンリルが吹き飛び、後ろの木の幹に当たってずり落ちる身体からは燻くすぶった煙があがっている。黒竜すら一撃で倒した守護獣をも吹き飛ばすほどの衝撃に、フェンリルは気を失ったようだった。

　バチバチッと弾けるような音がする。ノエルの右手には雷魔法の余韻が残っていて、漂う不穏な空気にリリアナは底しれぬ怒りと恐怖を感じた。

「ねえ。もう僕から逃げられないって、いい加減気付きなよ」

　癖のある黄金色の髪を揺らして、ノエルは視線だけでリリアナの動きを止める。

　海よりも深い青の瞳が光り、指先すら動かせない。リリアナは魔法で首から下の自由を奪われたのだと、すぐに気が付いた。

　辺りは鬱蒼とおいしげる木々に囲まれ、葉が擦れる音と遠くに鳥の鳴き声が聞こえている。平和的な背景とは裏腹に、リリアナの心はこの場から逃げ出したくてたまらない。

「どうして、ここにいるの……？」

　ここにいるはずのないノエルがゆっくりと歩み寄り、神々しいまでの美貌で艶やかな笑みを浮かべリリアナの腰に手を回す。

「リリアナが好きだからに決まっているだろ？」

　至近距離でリリアナを見つめる瞳の奥には、仄暗い闇が渦巻いていた。このまま捕まってしまったら、もう逃げられないような気がしてリリアナは必死に抵抗する。

「それだけで私の居場所がわかるわけないわ！」

「僕がどれほどリリアナを大切にしているか、わかってないの？」

　身体が動かせないから言葉で非難しても、ノエルはキョトンとして首を傾げるだけだ。確かにノエルはリリアナを宝物のように大切にして、愛を囁いてくる。

　しかしリリアナはそれを認めたくない。ノエルのためにも、リリアナがそばにいてはダメだから距離を置こうとしたのだ。

「そんなの……知らない」

「うーん、それならちゃんとわからせないとダメかなあ」

　少しだけ弱気になったリリアナを、ノエルは完全に光が消えた青い瞳で見つめている。さらなる危機を感じ取ったリリアナは、慌てて彼の言葉を肯定した。

「わ、わかってるから！　大丈夫だから！」

「ふうん、それならなんで他の男に守られてんの？　他の男がリリアナの視界に入るのも許せないし、リリアナに触れていいのは僕だけでしょ」

「でも、他の男性を視界に入れないのはさすがに無理じゃない？」

「やっぱり、わかってないね」

　もっともな指摘をしたつもりがあっさりと否定されてしまう。リリアナはノエルの考えていることがわからず、震える声で尋ねた。

「な、なにするつもり？」

　リリアナの問いかけにノエルは含みのある艶やかな笑みを浮かべる。

「なにって、お仕置き」

　ノエルの口から飛び出した予想外の単語に驚き、思わず貴族令嬢らしくない言葉で返した。

「はあ!?　お仕置き!?」

「そう、僕がどれほどリリアナを愛しているかわかってないみたいだから、理解するまでお仕置きね」

「いやいやいや！　そんなの必要ないから！」

　ノエルのとんでもない言葉にリリアナは真っ向から否定して、唯一自由に動かせる頭だけをブンブンと左右に振る。

「さあ、僕と一緒に家に帰ろう」

「やだっ！　は、離してえええ！」

　ノエルはうっとりした表情でリリアナを見つめて、熱のこもった甘い声で耳元へ囁いた。

「ダーメ、絶対に離さない。大丈夫、痛くしないから」

「だから、なにするつもりなのよー!!」

　いっそ憎らしいほど魔法の扱いがうまいノエルは、転移の魔法を発動させる。青白い光がリリアナと彼を包み込み、足元から浮遊感が襲ってきた。

「あはは、それは内緒。じゃないとお仕置きにならないし」

「あああああ！　そんなあああああ!!」

　リリアナの絶叫も虚しく、眩しいほどの光とともにノエルに強制連行されていく。

　どうしてこんなことになってしまったのか、リリアナは薄れていく意識の中で嘆いた。

（せっかく後一歩のところまできたのに……今までの努力が全部無駄になってしまったわ！　どうしてこんなことに……あの時に戻ってもう一度やり直したい……!!）






　リリアナは押し寄せる後悔に心の中で涙を流し、努力の甲斐かいも虚しくブランジェ公爵家へ戻された。

　目を開けるとやっぱりノエルの部屋で、ベッドに押し倒されている。今回はピンポイントでベッドへ転移してきたようだ。ノエルの魔法の腕が無駄に上がっていて、リリアナは末恐ろしくなる。

「ノエル。結婚するまでは清い身体でなければ貴族令嬢の恥よ」

「えー、僕は別に気にしないけど？　どうせ僕のものになるんだから、少し早くなるだけじゃない？」

「ダメ！　絶対にそれはダメ！　私が無理！」

「ふうん、そんなに拒否するんだ。まあ、リリアナに無理強いはしたくないから、今は我慢するよ」

　そう言うとノエルは身体を起こしてベッドに腰を下ろした。リリアナはホッとして密かに胸を撫で下ろす。

「じゃあ、これから一週間は僕の好きにさせてくれる？」

「え、なんで？」

「お仕置きだって言ったでしょ。リリアナの嫌がることはしないから、デートに代理を寄越されて傷ついた僕の心を癒してよ」

「う゛っ……ごめんなさい」

　ノエルは容赦なくリリアナの痛いところを突いてくる。それを言われたら、黙ってノエルの希望を受けいれるしかない。ノエルが捕まえにきたということは、フェリーネの方もうまくいかなかったということだろう。

　それに嫌がることをしないのなら、貞操の危機は免れそうだ。リリアナはゆっくりと起き上がり、覚悟を決めてノエルに尋ねる。

「……わかったわ。まずはどうしたいの？」

「じゃあ、最初は膝枕をして」

　お願いされた通り、ベッドの上でリリアナはノエルに膝枕をする。ノエルに膝枕をしながら、リリアナはフェンリルのことを考えていた。

（フェンリルは大丈夫かしら……契約したおかげで無事なのはわかるけれど、今呼び出すのも危険だし怪我の具合が心配だわ）

「リリアナ、なにを考えているの？」

　半眼で睨にらみつけてくるノエルにニッコリと笑いかけ、その鋭さに冷や汗をかく。

「なんでもないわ」

「そういえば、さっきの男は何者？」

「あのね、あれはルーなの。びっくりでしょ。ルーって本当は守護獣フェンリルだったのよ。実は私が召喚士の一族だったらしくて……ルーが仮契約していたのを、さっき正式に契約したら変化したの。だからノエルが心配することなんてなにもないのよ」

　かなり端折って説明したので伝わるかわからなかったが、ノエルはなにか知っているのか即座に理解し、ルーに対して怒りをあらわにした。

「は!?　うわー、マジか！　あの駄犬やっぱりやりやがった!!」

「ひゃあっ！」

　ノエルが突然リリアナの方へ身体の向きを変えて、ガッチリと腰を抱き込まれる。密着度が増してリリアナの背中に変な汗が流れはじめた。

「アイツ、マジで邪魔だな。処分するか」

「えっ、ちょっと物騒なこと言わないで！　ルーがいなかったら、今頃黒竜の餌になってたんだから！」

「……はー、すっごく納得いかないけど、それだけは認めてやってもいい」

　ものすごくムッとしながらノエルはため息をつく。

「うん、ルーも頑張ってたから、それだけは認めてあげてね。命を助けられたのは確かなんだから」

「……リリアナがそう言うなら、考慮くらいはしてやる」

　幼い頃のようにノエルの金色の癖のある髪を撫でると、苛立ちが落ち着いたのかリリアナに回した腕の力が緩んだ。

（国外へ出ようとしていたとはいえ、ノエルに嫌な思いをさせたのは確かだわ。フェリーネ様にも悪いことをしてしまって……後できちんと謝罪しないと）

　だが、リリアナがフェリーネへ謝罪できるのはしばらく先になると、この時は思ってもみなかった。

　一方、リリアナとノエルが姿を消した後、フェンリルはようやく意識を取り戻した。

「うっ……」

　だんだん頭の中がはっきりしてきて、大切な存在がそばにいないことに気が付き、勢いよく起きあがる。

「っ！　リリアナッ!!」

　辺りを見回しても他者の存在は確認できない。契約を交わしたことでリリアナが無事であることはわかったが、フェンリルは己の主人を連れ去られ腹の底から怒りが込みあげる。

「あの腹黒野郎……絶対に許さねえ!!」

　ギリッと奥歯を噛かみしめ、主人との繋がりを辿りリリアナの所在地を探った。すでにブランジェ家の屋敷まで戻っているようで、危険がないとわかりその点にはホッとする。

　フェンリルはリリアナの元に駆けつけるため、犬ではなく本来の大狼の姿に戻ると山を全力で駆け抜けた。






　翌朝、リリアナはノエルのベッドで目が覚めた。

　ノエルは同じ部屋のソファーで眠っている。さすがに年頃の義弟と同じベッドで寝るわけにはいかないと言い聞かせたら、こうなったのだ。

（今日は私がソファーで眠ろう。そうしないとノエルの仕事に支障が出てしまうわ）

　そう、思っていたのだが。

「え？　一週間お休みを取ったの？」

「当然でしょ。リリアナにお仕置きしないといけないし」

　目覚めたノエルに今後の予定を聞いたところ、こう返ってきた。

「あ、そう……」

「久しぶりの長期休暇だし、ふたりきりでまったりしたい」

「そう……ね、ははは」

　リリアナは乾いた笑いしか出てこない。ノエルはメイドに朝食を用意させて、優雅に椅子へ腰かけた。

「じゃあ、早速だけど僕が朝食を食べさせるから、ここに座って」

　ノエルが指差しているのは、膝の上だ。リリアナは引きつった笑みで無駄であろう抵抗を試みる。

「あの、そこは椅子ではないと思うのよ」

「そんなことないよ。リリアナ専用の特等席だから」

「いや、そもそも朝食はゆっくりいただきたいわ」

「うん、わかった。ゆっくり丁寧に食べさせてあげる」

「…………わかったわ」

　リリアナの抵抗はやはり徒労に終わってしまった。反論を引っ込めたリリアナは、ノエルの膝の上に恐る恐る腰を下ろす。ノエルから爽やかな石鹸せっけんの香りを感じて、リリアナの心臓はドキドキと鼓動を速めた。

（膝の上に座ったら、近すぎて身動きできないわ……！）

　気が付けばノエルに腰をガッチリと摑つかまれて、立ち上がることもままならない。

「はい、あ～んして」

　極上の艶やかな笑みを浮かべたノエルが、ひと口大のカットメロンをリリアナの口元へ運んでくれる。渋々だが、リリアナは好物のメロンに食いついた。

　ジュワッと広がる果汁が喉を潤し、豊潤な果肉は身体に染み込むようだ。

（うう、メロンが美味しい……！　さりげなく私の好物を持ってくるなんて、こんなの拒めるわけないじゃない……！）

　それから毎食ノエルの膝の上で食事をさせられて、リリアナのメンタルはガリガリと削られていく。

　しかしノエルのお仕置きは、当然これだけではない。

「えっ、自分で食べていいの!?」

「うん、その代わりカトラリーは使わないでね」

「でもそれだと手が汚れてしまうわ」

「僕が綺麗にしてあげるから大丈夫だよ。さあ、食べよう」

　用意されていたのはサンドイッチで、さまざまな種類のものが並んでいる。野菜やチキン、ローストビーフを挟んだ物、それにスイーツ感覚で食べられるフルーツサンドもあった。

　リリアナは久しぶりの平穏な食事が嬉しくて、次々とサンドイッチを口に運ぶ。

　生クリームと苺いちごのサンドイッチを頬張ると、クリームがリリアナの指についてしまった。

「ふふ、リリアナの指が汚れたから、綺麗にしてあげるね」

　ノエルはそう言ってリリアナの細い指を手に取り、なんの躊躇ちゅうちょもなくパクリと口に含む。

「ひゃあっ！　ちょっ！　ノエル、指っ！　指ぃぃぃぃ!!」

　リリアナの指にノエルの熱い舌が這はい回り、ぞくりとした感覚が背中を駆け上がった。指先からノエルの熱が伝染するように、リリアナの身体を熱くする。

　劣情が浮かぶサファイアブルーの瞳に、リリアナは囚われた。ノエルの舌がリリアナの指についたクリームをゆっくりと舐なめ取るたび、声が出そうになって必死にこらえる。

　ようやくノエルの唇から解放された指先は、空気に触れてひんやりした。

「リリアナは指先まで甘いね」

　壮絶な色気を振りまくノエルの微笑みにリリアナの心臓が飛び跳ねるように鼓動する。

「……っ！　甘いのはクリームだから！」

　絶叫に近いリリアナの叫びを聞いても、ノエルは楽しそうに笑うばかりだった。






　その日の夜、リリアナは別室で休むことをノエルに提案した。

「へえ、そんなに僕と離れたいの？」

「違うの。ノエルがソファーで寝ているから、いい加減ベッドで眠ってほしいの」

　本当は激甘な空気が漂うノエルとの空間から、少しでも逃げ出したくてリリアナは提案したのだ。すべてが嘘ではないが、こう言えばノエルも断りにくいだろうと考えた。

「そんなに僕のことを心配してくれるんだ。じゃあ、こうしよう」

　ノエルはニコニコと笑いながらリリアナの手を引いてベッドへ向かい、リリアナを寝かせる。そして、何食わぬ顔でノエルも同じベッドに潜り込み、リリアナを抱き枕にするように腕の中に閉じ込めた。

「ノエル!?　ちょっと、さすがに同じベッドで眠るのはいけないって言ったじゃない!!」

「なんで？　別に一緒に眠るだけでしょ。小さい頃はよくこうしたよね。リリアナが隣にいると、安心するんだ」

　ノエルの言葉がリリアナの心にチクリと刺さる。逃げ出したリリアナの罪悪感を煽るような言葉に、なにも言い返せない。

「リリアナ、好きだよ」

「…………」

　リリアナはどうすればいいのかわからなかった。

　ノエルに抱きしめられて、好きだと告白されて、嬉しいと感じてしまう。

（きっと、ずっとふたりで過ごしているから、私がおかしくなっているのよ。義弟のノエルに、こんな風にドキドキしてはいけないのだから……）

　込み上げてくる気持ちから意識を逸らすように、リリアナはギュッと目を瞑った。






　翌朝目が覚めるとノエルの温もりがなく、リリアナはひとりでベッドに横たわっていた。

（ノエルはもう起きたの？　今何時かしら？）

　部屋の中は明るく日が差し込んでいるが、そんなに遅い時間ではないようだ。リリアナは着替えをするためベッドから足を下ろす。すると、ジャリッという音が聞こえて足元に違和感があった。

　視線を下ろすと、ふわふわとした輪が足首についていて、そこから太いチェーンが伸びてベッドの支柱に繋がっている。

　どこからどう見ても、足枷あしかせのようだ。

「え……？　これ、足枷……よね？　どういうこと？」

　困惑していると、ガチャリと扉が開く音がした。

「あ、起きた？　おはよう、リリアナ」

「ノエル！　ねえ、これなんなの？　これじゃ着替えもできないじゃない。外してよ」

「ダメだよ。まだ僕の気持ちが伝わってないみたいだし、お仕置きの一環だから」

　リリアナはこれもお仕置きだったのかと、気が遠くなる。

「あんまり父上みたいなことはしたくないけど、リリアナが理解してくれないから仕方ないよね」

「理解？　なんの理解？」

　リリアナの疑問を華麗にスルーしたノエルは、それはもういい笑顔で朝食を運んできた。

　それからノエルの寝室で、ずっとふたりきりで過ごしている。リリアナが暇だと言えば本やボードゲームを持ってきたり、ノエルがベタベタに甘えてきたり、まったりした時間が過ぎていた。

（ダメだわ……このままじゃダメ人間になってしまう……!!）

　リリアナは怠惰すぎる現在の状況に危機を感じた。ルーのことも気になるし、フェリーネにもちゃんと謝罪をしたい。自堕落こんな生活になって、もう三日も経っている。

　ノエルと過ごす時間は穏やかで楽だけど、問題はなにも解決してはいないのだ。

「ねえ、ノエル。お願い、もうこの足枷を取ってほしいの。ルーが戻ってきたか気になるし、フェリーネ様にも謝りたいから――」

「は？　この状況で、まだ他の奴らのことを考えるわけ？」

　ノエルはリリアナをベッドに押し倒し、もう逃がさないと言わんばかりに両腕で囲い込んだ。リリアナを見下ろす海のような青い瞳からは、光が消え去っている。

「え？　ノエル？」

「僕がリリアナをどんなに愛しているか、どうすればわかるの？」

　その声を聞いたリリアナはノエルの本気がどういうものかを感じ取った。

　今まで理解していたと思っていたが、根本的に間違っていたようだ。ノエルは義姉あねへの気持ちを拗こじらせたのではなく、ひとりの女性としてリリアナを想っていたのだとやっと思い知る。

「リリアナをここに閉じ込めて、僕しか会えないようにしたら好きになってくれる？」

「ノエル……私は貴方の義姉よ」

「血は繋がってないから、問題ないって言ってるでしょ」

「でも、周りから見たら――」

「周りなんて関係ない。リリアナが気にするなら黙らせるし、この国が嫌なら僕が連れ出すから。だから……僕をちゃんと見てよ。義弟じゃなく、男として」

　リリアナは言葉を失った。

　こんなにも苦しくて切なそうに、気持ちを打ち明けるノエルを見たことがない。

（私は……ノエルを義弟だと思っているから、だから……）

　グラグラと揺れ出す心にリリアナはなんとか蓋をして、ノエルを見つめる。

「ノエルは大切よ、義弟として」

　心の動揺が出てしまい、わずかにリリアナの声が震えた。ノエルはしばらくじっとリリアナを見下ろしていたが、やがてベッドから立ち上がり背を向ける。

「そう……わかった。もうお仕置きはいいや」

　ノエルのその言葉でリリアナは解放された。






　リリアナが部屋から出ていくと、ノエルはベッドにうつ伏せで倒れ込む。ふわりとリリアナの残り香が鼻先を掠かすめて、切ない気持ちが込み上げた。

（はあ……これでダメなら、どうやってリリアナにわからせようか？）

　リリアナが養子でノエルと血の繋がりがないと知ってから、ずっと自分のものにするため努力もしてきたし、根回しもしてきた。湧いてくるリリアナの婚約だって、ノエルが裏から手を回してことごとくぶち壊してきたのだ。

　それなのに、ノエルの目の届かないところで駄犬とリリアナに切れない絆ができてしまい、焦燥感に苛さいなまれている。

「あの駄犬がリリアナと主従の繋がりがあるとか、マジでムカつく」

　ノエルはルーが普通の犬でないことは最初からわかっていた。包括している魔力量がありえないくらい膨大だったし、リリアナに寄り添い守っているようにも見えた。

　そこでブランジェ公爵へ『あの犬はなんだ』と問い詰めたのだ。一カ月間、毎日執務室へ突撃し続け、シャブリエ王国の守護獣であったこと、呪いにかかっていること、リリアナと仮契約状態だということをやっとのことで聞き出した。

　その時に姉の出自について知ることになった。月日が経ち、ノエルに聖女との結婚話が出てきたことや、リリアナ自身も養子であると知ったことでノエルは本格的にリリアナを妻にするべく動きはじめたが、まったく相手にされていない。

　その一方、駄犬とリリアナが主従契約を結んだ上に邪魔者が屋敷に逗留していて面倒だ。

「いっそ、あの計画に便乗してみるか……？」

　ノエルは勢いよく起き上がり、すべてを解決するための作戦へと取りかかった。

















第四章　希望が叶かなったはずなのに












　フェリーネはカフェからノエルが消えて、途方に暮れた。

　ノエルが転移魔法を使ったことで注目を集め、フェリーネが置いてけぼりになっているところを大勢の人たちに見られている。ひとまずカフェを後にして待たせていた馬車に乗り込み、ギリギリと奥歯を噛みしめた。

（悔しい……どうしてノエル様はわたくしの気持ちをわかってくれないの！　わたくし以上にノエル様を愛する女はいないのに！　結局、リリアナが考えた作戦も穴だらけでまったく役に立たないし、恥をかかされただけじゃないの!!）

　多くの人の目に触れるカフェでぞんざいな扱いを受け、フェリーネは怒り心頭だ。しかしその矛先はリリアナに向かっている。

（どうにかして、ノエル様をわたくしの婚約者にしないと……お父様に認めてもらうためにも頑張るのよ！）

　フェリーネがノエルに固執するのは、つけ回すうちに好意を抱いたのもあるが、父であるオルスン公爵に自分の価値を示すためという動機が最も大きかった。

　フェリーネには五歳年上の兄がいるのだが、とても優秀でなんでもそつなくこなし、オルスン公爵夫妻からたくさんの愛情を注がれている。

（わたくしがお父様の役に立てば、お兄様のようにきっと優しくしてもらえるはずだわ）

　フェリーネはオルスン公爵の庶子で、母は金と引き換えに娘を差し出した。フェリーネが公爵家に来た時から屋敷の中に味方はいない。オルスン公爵と正妻から与えられる厳しいだけの躾しつけに愛情はなく、鞭むちで打たれたり食事を抜かれたり、納屋に閉じ込められるのは日常茶飯事だ。食事の席に呼ばれたこともないし、使用人もフェリーネの世話についてはおざなりになっている。

　だが平民だったフェリーネは、一般的な貴族令嬢がどんな環境で過ごすのか知らない。公爵家に引き取られてから不出来なことを責められ続け、兄と違ってダメな自分が悪く、それが普通のことだと思っていた。

　もともと思い込みの激しい性格のおかげで、フェリーネ自身はこの境遇に対して今まで疑問を持ったことはない。幼い頃に聖女の素質があると判明し、フェリーネは聖女になるのだと信じて猪突猛進ちょとつもうしんしてきた。

（まずはお父様に相談してみよう。結果さえ出せばお兄様みたいに一緒に食事をするのも許されるかもしれないわ。それに、わたくしにも優しく笑いかけてくれるかもしれない）

　自覚のない痛々しい覚悟を胸に、フェリーネはオルスン公爵家の門をくぐった。

　家令にオルスン公爵へ面会したいと伝えると、二時間待ってようやく執務室へ通される。オルスン公爵の冷酷な視線に耐えながら、フェリーネは現状を包み隠さず説明した。

「お父様、どうしたらよいでしょうか？」

「本当にお前は使えんな。少しは自分で考えて動いてみろ」

「申し訳ございません。しかし、ノエル様に隙がなく、わたくしだけではどうにもならないのです。お父様のお知恵をお借りできませんか？」

　深いため息をついたオルスン公爵は目を閉じて腕を組み、なにやら考え事をしている。フェリーネは緊張で指先が冷えていくのを感じながら、オルスン公爵の反応を待った。

「それならば、国王にノエルと婚約できなければ結界の維持をしないと言え。私からも後でフォローしてやる」

「まあ！　それは素敵なアイディアですわ！　さすがお父様、ありがとうございます！」

　オルスン公爵はフェリーネの実力を正確に把握していた。本当は聖女を名乗れるほどの聖魔法が使えないことも、魔力量が他の神官とそう変わらないため、結界の維持に倍以上の時間がかかることも知っている。

　だが、聖魔法の使い手自体が貴重なため、結界の維持をする神殿は多少汚い手を使っても人員を確保したいのだ。そこへ付け込んで、オルスン公爵は神殿へ多額の寄付をして聖女の認定をもぎ取った。

（まだ投資した分を回収していない。せめてブランジェ家へ嫁ぐくらいでないと大損だ）

　あくまでもオルスン公爵にとってフェリーネは便利な駒でしかなく、思い込みの激しい娘の性格を利用しているにすぎない。フェリーネはオルスン公爵の裏の顔を知らず、突き進むのだった。






　オルスン公爵の策を実行すべく、フェリーネは笑顔で王城へ向かう。聖女とは特別な存在でランベール王国にとっては宝ゆえ、国王にはすぐ謁見できた。

「聖女フェリーネ、本日はどうされた？」

「国王陛下、お時間をいただきありがとうございます。本日はわたくしの婚約について、お願いがございます」

　謁見室の王座で貫禄かんろくたっぷりに座る国王が、ピクリと眉を動かした。どうやら国王の関心を引いたようだとフェリーネは安堵あんどする。

「ふむ、それは国としても重要な案件であるな。申してみよ」

「はい、わたくしはノエル・ブランジェ様と婚約を結びたいのですが、いい返事がいただけません。もしこのまま、ノエル様と婚約を結べないのであれば、今後、王都を守る結界の維持はいたしません」

「なっ……！」

　国王は突然告げられたフェリーネの宣言に言葉を詰まらせた。

　現在、王都の結界は聖女がたったひとりで管理している。地方都市においては神殿に所属する神官たちが担っているが、王城も含めた王都全体をカバーできるほどの人材はいない。数で補う方法もあるが、そうなると地方都市の結界が危うくなる。

　ブランジェ公爵家についても、ノエルはフェリーネとの婚約を断固拒否していた。魔塔でもその頭角を現し一騎当千、随一の実力と評されるノエルを無視することなどできず、さらに家門の魔導士も多く所属している。もしブランジェ家が反発して魔導士を引き上げたら、魔塔は機能しなくなるのだ。

　王都の結界を維持する聖女、魔導士の頂点に君臨するブランジェ公爵家、このふたつはどちらも国防に関する重要な存在で、王命だけで簡単に解決できる問題ではない。

「……しばし検討の時間をもらえるか？」

「ええ。ですが、長くは待てませんわ。一カ月ほどでしょうか」

「承知した」

　オルスン公爵の指示に従ったフェリーネは、期待通りの反応が返ってきて満面の笑みを浮かべる。

（やっぱりお父様はすごいわ！　きっとこれでノエル様と婚約できるわね……！）

　たとえうまくいっても切り捨てられる未来しかないのに、フェリーネは嬉しくて仕方ない。足取り軽くブランジェ家への帰路についた。
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　リリアナが屋敷に戻ってきてから一週間が過ぎた。

　フェンリルはリリアナがノエルの寝室から解放された時には、すでに屋敷に戻ってきていた。感覚で無事だと理解はしていたが、いつものようにリリアナに尻尾を振って駆け寄る姿に胸を撫で下ろす。

「よかった！　ルーがどうなったのか心配していたのよ」

「悪い、人型ならあの野郎が張った結界を壊せたんだが、屋敷から追い出されるわけにいかなかったからこの姿だったんだ」

　貴族の屋敷では護衛のための騎士を雇い安全を確保するのが通常だ。そのため人型になったフェンリルがこの屋敷でうろうろしていれば、護兵たちに不審者とみなされ捕まってしまう。

「ううん、ちゃんと無事に戻ってきてくれただけで十分よ」

　そう言って、リリアナはルーの首元をギュッと抱きしめる。そこでフェンリルは今後のことも考えてリリアナに尋ねた。

「なあ、どうしたら俺はこの屋敷で人型になれる？」

「ルーが人型……そうね……」

　リリアナは現状を整理して考える。

　ルーはずっとペットとしてこの屋敷で過ごしてきた。それをリリアナが召喚士で、契約した守護獣だと正直に打ち明けるべきか悩ましいところだ。

　しかし、フェンリルが人型になれることを、ブランジェ公爵やノエルに隠し通すことなんて無理だろう。

（お父様ならルーの正体や、私のルーツを知っていてもおかしくないけれど……）

　もう、こうなったら正直にすべてを打ち明けるしかないとリリアナは腹を決めた。

「お父様に相談してみるわ」

「それならリリアナのそばにいられるようにしてくれ。そうじゃないと、いざという時に守れない」

「だとしたら――」






　リリアナはやり手公爵である父に重大な話があると家令に伝えてもらった。一週間もノエルに閉じ込められていて心配をかけたのか、すぐにブランジェ公爵の執務室へ通される。

「リリアナ、しばらく見なかったが変わりないようだな」

「はい、問題ありません」

「ノエルには私からも無茶をしないよう話しておくよ」

「ありがとうございます。あの、それで今回はお父様にお話があるのです」

　父の鋭い視線にどこまで事実を把握しているのかと思ったが、まずはフェンリルのことをなんとかしなければならない。

「どんな話だ？」

　深呼吸をして、まずはリリアナが公爵家の養子で血の繋がりがないと知ったこと、育ててくれたことに感謝していることを伝えた。

「そうか……リリアナも事実を知ったのだな。私はお前の父親なのだから大切に育てるのは当然のことだ」

「お父様……っ」

　ブランジェ公爵は滅多に見せない父親の顔でリリアナに微笑む。

　温かい言葉に涙がこぼれそうになるが、本題はこの後なのでリリアナはグッとこらえた。

「それと、私が生まれた一族についても……知りました」

　リリアナは、次に自分の出自を知り召喚士の血を引いていること、そしてルーがフェンリルであり主従契約を結び人型に変化できることを話した。

「そこで、ルーを私の専属護衛にしていただきたいのです」

「ふむ、専属護衛か」

「ルーは竜の巣で黒竜に遭遇した際に、一撃で倒すほどの力を見せました。人型であれば本来の力を発揮できるので、さらに私の安全は保証されます」

　ここまで一気に言い切って、リリアナは父の返答を待つ。決して甘くはないブランジェ公爵に断られたらどうしようかと落ち着かない。

「なるほど……リリアナがなぜ竜の巣にいたのかは後で聞くことにするが、それが妥当なところだな」

　ニコニコと穏やかに笑いながら、ブランジェ公爵が鋭い瞳を向けてくる。後で確実に竜の巣にいた経緯を追及されるのだと、リリアナは引きつった笑みを浮かべた。

「では、実力も十分ですし、ルーを雇っていただけますか？」

「一度フェンリルと面会してからだ」

「わかりました。今この執務室に呼んでもよろしいですか？」

「ああ、構わない」

　リリアナは扉の外に控えていた人型のフェンリルを執務室へ招き入れる。ブランジェ公爵の反応を窺うかがうと、ジッとフェンリルを見つめていた。

「君はリリアナの専属護衛になってもいいのか？」

「ああ、問題ない」

「そうか。ならば今すぐに契約書を用意しよう。リリアナは部屋に戻っていなさい」

「お父様！　ありがとうございます！」

　思いの外スムーズに話がまとまりリリアナは安堵した。

　こうしてルーはブランジェ公爵にリリアナの専属護衛として雇われ、忠犬のように仕えている。ルーがフェンリルだということはごく一部の使用人にだけ伝えられ、箝口令かんこうれいが敷かれた。

　それから、予想外の変化があった。

　フェリーネが国王に宣言したからなのか、ノエルのフェリーネへの態度が明らかに柔らかくなったのだ。

「フェリーネ様、先日は急に退席してしまい申し訳ありませんでした」

「ノエル様……！　いいえ、大丈夫ですわ。きっとなにか大切な御用があったのでしょう？」

「お気遣いいただきありがとうございます」

　その会話をきっかけに、ノエルとフェリーネの距離が急激に近づいていく。

　翌日の朝食の席でノエルが使用人に告げた。

「今日からは僕の席はフェリーネ様の隣に移してくれ」

「はっ、はい、かしこまりました！」

　屋敷の使用人たちはノエルの変化に驚き、ついに婚約する気になったのかと噂うわさが流れはじめる。

「うふふ、リリアナ様、ごめんなさいね」

「いいえ、お気になさらず」

　フェリーネがニヤニヤと笑いながら心がこもっていない謝罪をするものの、リリアナは友人の恋路がうまくいきそうでよかったと思っていた。

　ノエルは黙々と食事を続け、リリアナに視線を向けることすらない。リリアナが話しかけても、ひと言返すだけで会話が終わってしまう。

（話もしたくないくらい、嫌われたのかしら……）

　リリアナはノエルの寝室から解放された時のことを思い浮かべた。あの時、ノエルをひどく傷つけて怒らせてしまったのは確かだ。

（たったひとりの義弟に避けられるのは悲しい……でも、謝罪したところでノエルを受け入れることはできないし、どうしたらいいの？）

　まるで砂を噛むような食事は進まなくて、リリアナは途中で席を立った。






　それからもノエルとは言葉を交わす機会がないまま日々が過ぎていく。

　しばらく経ったある日、リリアナは体調を崩してしまった。

（嘔吐おうとと腹痛なんて……最近食欲もないし、身体が弱っていたのかしら？）

　ベッドで横になりながら、リリアナは昨日の夕食の席のことを思い浮かべる。ノエルは時折フェリーネと会話しながら黙々と食事を進めていて、もうリリアナにあの熱い視線を向けることはなかった。

　そんなノエルの変化を姉離れができたのだとリリアナは喜ぶべきなのに、心は沈んでいくばかりだ。

（体調も悪いし、最悪な気分だわ……）

　だが、そんなリリアナをあざ笑うかのように、さらに気持ちを沈める言葉を耳にすることになった。

「リリアナお嬢様！」

　シェリーがリリアナの寝室へ飛び込んできて、震える声で告げる。

「ノエル様のご命令で……体調が回復次第、リリアナお嬢様を別邸へ移せと……！」

　別邸はリリアナたちが今まで暮らしていた本邸の隣に建てられた、こぢんまりとした離れだ。ブランジェ家では主に静かに過ごしたい賓客向けに使用していて、内装などはしっかりと整えられている。

（そっか、もう私がここにいるのも嫌になってしまったのね）

　ノエルの変化にリリアナの気持ちがついていかない。けれど、これもいい機会だと思い笑顔でシェリーに答えた。

「わかったわ。それなら早く元気にならないとね」

「リリアナお嬢様……」

　シェリーは瞳を潤ませて、リリアナのひんやりした手のひらを握る。その温もりにリリアナの心が少しだけほぐれた。

　それから三日後、元気になったリリアナは別邸へと住まいを移し、現在はのんびりとした日々を過ごしている。

　変わらずそばにいるのは専属護衛のフェンリルと専属侍女のシェリーだけだ。

　でも、これこそがリリアナの希望通りであった。

「リリアナお嬢様、いくらなんでもこの仕打ちはあんまりです。わたしから公爵様へお願いしてみますから、本邸に戻りましょう？」

「いいのよ、これは私が望んでいたことなのだから」

「そうそう、俺が守ってやるから、リリアナは安心して好きに過ごせよ」

　フェンリルの笑顔にリリアナも笑みを浮かべるものの、すぐに憂いをおびた表情になった。

　今までリリアナがいた場所にはフェリーネがいる。そう望んで、そう仕向けたはずなのに、リリアナの心は重く沈んでいくばかりだ。

　それでも気持ちを奮い立たせて、ようやく作戦がうまくいったのだと気丈に振る舞う。

「でも、これでノエルは幸せを摑めるわね」

「ノエル様の幸せですか？」

　リリアナの呟きにシェリーが訝いぶかしげに反応する。

「ええ、だってフェリーネ様と結婚されたらブランジェ家はこの先も安泰だし、ノエルも当主としてやりやすくなるでしょう？」

「……そのようなことはないと思いますが」

「そう？　でも聖女のフェリーネ様が最適のお相手だと思うのよね」

「ノエル様の幸せは、リリアナ様と一緒にいることではないでしょうか。ですから、どうしてこうなってしまったのか……」

　リリアナは言葉に詰まる。それはきっと、リリアナがそう望んだからだ。ノエルを拒絶して遠ざけ続けた結果なのだ。シェリーはずっと近くでリリアナとノエルを見守ってきた。ふたりはいつも幸せそうに笑って寄り添ってきたのに、ノエルの態度がどうにも我慢ならなくてシェリーはつい本音をこぼした。

「ノエル様だってあれほどリリアナ様を求めていたのに、わたしは納得できません！」

「でも、友人であるフェリーネ様の恋を応援したいし、ノエルとは姉弟きょうだいだもの。これが正しいのよ」

　リリアナは視線を落とし、そう答える。シェリーがこんなにもリリアナに心を寄せてくれることに胸が温かくなった。

　リリアナとノエルは貴族籍の上では姉弟であることは変わりない。だからこそ、こんなに必死にノエルと距離を置こうとしているのだ。

　ノエルを異性として見ないように、リリアナが弟におかしな恋情を抱かないように。

「それなら俺にしておけよ、リリアナ」

　フェンリルが横になっているリリアナの髪をひと束掬すくい上げて口付けを落とす。いつでも真っ直ぐにリリアナを見つめるアイスブルーの瞳は切なげに揺れていた。

「ルー、それはできないわ。貴方は特別な存在だもの」

「そんなことはないぞ。今までも守護獣に嫁入りした実例がある。人化すれば子作りだってできる」

「こっ……！　そ、そうじゃなくてルーは家族として特別なの。これ以上、家族を失いたくないわ」

　フェンリルのストレートな言葉に焦りながらも、提案はしっかり固辞した。リリアナにとって、顔も知らない家族より血は繋がらなくともそばにいてくれる家族が大切なのだ。

「はああ、頑固だなあ……」

　リリアナもノエルと同じく、こうと決めたらなんとしてもやり遂げる意志の強さがある。同じ環境で育ったせいなのか、そういうところはそっくりだった。






　それから二週間が経ち、リリアナは寂しさを紛らわすように庭へ散歩に出ることが増えた。

　色とりどりの花たちを眺めながら、深いため息をつく。

（はあ、私って案外わがままだったのかしら。こんなに順調にことが運んでいるのに、寂しいなんて……）

　別邸に来てからノエルと会う機会もなくなり、先日、偶然姿を見かけた時にはフェリーネと穏やかに話をしている様子だった。

　そんなふたりを見かけるとまるで足が地面に縫いつけられたように動かせなくて、リリアナはその場に立ち尽くす。ノエルはリリアナに気付いていないのか、会話を続けながらフェリーネと去っていった。

　今までなら、リリアナの姿が見えただけでノエルがすっ飛んできていたのに、見向きもしない。そのことがリリアナはとても寂しくて、悲しくて、心が闇に呑まれそうなほど胸が痛んだ。

（せっかくノエルが切り替えてくれたのに、私が弟離れできないなんてどうしようもないわね）

　リリアナは沈んでいく心に蓋をして、そんな風に考えていた。






　別邸に移ってから一カ月後、リリアナが日課となった散歩に出ると、庭先で再びノエルとフェリーネを見かけた。

　ふたりは笑顔を浮かべて寄り添うように話をしている。もしかしたら、婚約の話が進んで発表も間近なのかもしれない。

（ああ、私はもうここからいなくなっても大丈夫なんだ。ノエルにはフェリーネ様がいるから、今なら引き止められることもないわ――）

　仲睦まじいふたりの様子を見て、リリアナは心からそう思った。

　それと同時に、胸が張り裂けそうなほど悲鳴をあげている。傷つく資格などリリアナにはないのに、これ以上寄り添うふたりを見ていられなかった。

「ルー、部屋に戻るわ」

「リリアナ……？　おい、大丈夫か？」

　フェンリルの問いかけに答えられず、部屋に戻ったリリアナはすぐに荷物をまとめはじめた。何度目かの荷造りは簡単に終わってしまう。シェリーは食事の準備で本邸へ行っているので、まだ戻らないだろう。

　リリアナは覚悟を決めて、フェンリルに声をかけた。

「私、今すぐここを出るわ。ルーはどうする？」

「はっ、やっとかよ。どこへでもついていくに決まってんだろ」

　フェンリルの変わらない返事に笑みを浮かべる。シェリーには置き手紙を残して、大狼の姿に戻ったフェンリルの背中へ乗り、リリアナは別邸を後にした。






　フェンリルと共にブランジェ公爵家を出て、人目につかないよう隣国へ通じる山へ向かって走り出す。急な傾斜があっても大きな岩があっても軽やかに飛び越え、木々をすり抜けるフェンリルの足は止まらない。

　低い姿勢で猛然と走り抜けるフェンリルに、リリアナは必死にしがみついていた。景色がどんどん後ろへ流れていくのを見つめながら、心はずっと泣き叫んでいる。

（――本当はずっとブランジェ家にいたかった。本当はずっとノエルの隣にいたかった。本当は、ずっとノエルを……）

　リリアナの琥珀色の瞳から雫しずくがこぼれ落ち、頬に打ちつける風が涙を散らしていく。

　だけどリリアナはこれが正しい道なのだと思ったのだ。これまで赤の他人のリリアナに愛情を注ぎ、温かく接してくれたブランジェ家の人たちに幸せになってもらいたい。

　それはリリアナでは与えられないのだ。

　どんなに焦がれる想いに身を焼いても、どんなにリリアナが手離したくなくても。

　どんなに。

「――ノエルを好きでも、私じゃダメだから」

　ずっとわかっていたのに、あえて見ないふりをしていた。

　気付いてしまったら、きっと手離せなくなるから。

（でも、ノエルを想い続けて生きていくだけなら、許されるよね……？）

　ノエルへの気持ちを隠せなくなる前に離れられてよかったと笑みを浮かべ、リリアナは日が暮れるまで移動を続ける。

　ブランジェ領から出て南へ駆け抜けたフェンリルは、山頂に近い場所で一度足を止めた。

「リリアナ、今日はここで野宿をしよう」

　フェンリルは人型に戻り、野宿の準備をはじめる。街の宿屋を選ばなかったのは、万が一にもブランジェ公爵家へリリアナたちの情報が漏れないようにするためだ。

「わかったわ。明日には国外へ出られるかしら？」

「ああ、明日には誰もリリアナを知らないところまで連れていってやる。だからアイツのことは忘れろ」

　フェンリルの言葉がリリアナの心に染み渡る。ノエルを簡単に忘れられるとは思えないけれど、フェンリルの心遣いは伝わってきた。

「うん、私を誰も知らないところへ行きたい……」

　ノエルのいない新たな生活は不安ばかりだけど、それでも生きていくしかない。

　本来の力を取り戻したフェンリルは元の大きさの四倍ほどあり、その温かな毛皮にもたれかかりリリアナは静かに眠りにつく。

　リリアナはその夜、夢を見た。

　八歳の時に魔力暴走を起こした夢だ。自身から放たれる魔力の渦に呑み込まれたけれど、温かいものに包まれて心が落ち着き魔力の放出を抑えることができた。

（あの時、温かいと感じたのは……もしかして……）

　あの時包まれたものはどことなくノエルの温もりに似ていたと、暗闇に沈みつつある意識で感じ取る。それから額にも温かくて柔らかいものが触れたような気がした。ふわふわと雲の上を歩くような軽やかな気持ちになって、心の奥が満たされていく。

　これはただの夢なのか、それともあの日の記憶なのか。

　深い眠りに落ちるリリアナにはそれ以上追求する術はなかった。

　翌朝、目が覚めるとフェンリルの毛並みがなく、リリアナは不思議に思う。

（あれ……？　昨日の夜は確かにフェンリルのモフモフに埋もれて眠ったのに……）

　次第にはっきり意識が覚醒すると、目の前に裸の男性がいると気が付いた。フェンリルが人化したのだと思い、顔を上げて抗議しようとして言葉を失う。

「えっ！　ちょ――」

「おはよう。リリアナ、よく眠っていたね」

　リリアナは麗しの美貌で微笑むノエルの腕の中にいた。

















第五章　家出しかできない












　リリアナは確かに山の中で、フェンリルのモフモフに包まれて眠ったはずだった。

　それなのに、目の前には上半身裸のノエルがドス黒い笑みを浮かべている。

「ふふ、驚くリリアナもかわいいよ」

　ノエルは上機嫌でリリアナの額にキスをした。

「ぎゃあああああっ!!　なんで!?　なんでノエルがいるの!?　ていうか、ここは……っ！」

　驚きのあまり絶叫したリリアナはベッドから勢いよく起きようとしたのに、ノエルの腕ががっしりと巻きついて動けない。なんとか頭を動かして周囲を見てみると、どうやらノエルの部屋にいるようだ。

　ベッドの中でジタバタと抵抗したけれど、やがて力尽きて脱出するのをあきらめる。これでは家出を繰り返すだけのわがまま令嬢だ、とリリアナは悔しくて唇を噛んだ。

「ふははっ、そんなに慌てなくても、リリアナを食べたりしないから」

「なっ、た、食べっ……!?　待って、ルーはどこ？　一緒に眠ったはずなのに……」

「ああ、あの駄犬か。とりあえずしばらく動けないようにしただけ。拘束の魔法を使ったけど、帰巣本能でそのうち戻ってくるんじゃない？」

　ルーの名前を出した途端、ノエルの瞳が仄暗く澱む。リリアナは背筋に寒いものを感じつつも、ノエルの考えていることがわからなくて問いかけた。

「どうしてそんなことするの……!?」

「どうして、ねえ……リリアナはどうしてだと思う？」

　ノエルの海のような瞳はリリアナをジッと見つめている。そわそわと落ち着かなくなって、リリアナは視線を逸らして答えにならない言葉を口にした。

「……わからないから聞いているのよ」

「何度も言ってきたでしょ。僕はリリアナを愛してるって」

「でも、私を別邸に移して、フェリーネ様とあんなに親しげにしていたじゃない！」

　ノエルの愛の言葉に反応して、思わずリリアナの口から責めるような言葉が飛び出す。あれほど寄り添いながら親密な空気を醸し出しておいて、なんでもないと言うノエルが信じられなかった。

「えっ……もしかして、気にしてた？　ねえ、それって焼きもち？」

　ところが、ノエルはハッとして期待のこもった眼差しで見つめてくる。

「違っ……！　気にしてなんかない！」

「本当に違うの？」

　ノエルの海のような青い瞳はリリアナの心の奥を探るように、視線を絡ませてくる。昨日ノエルへの恋心の蓋を開けてしまったリリアナは、どこまで気持ちを抑えることができるのか。

　気が付けばノエルに組み敷かれ、両手はベッドに縫いつけられるように拘束されている。

「違う……わ」

「それなら、僕の腕から逃げ出して」

　そう言って、ノエルは拘束していた手の力を抜いた。これならリリアナでも簡単に振り解いてノエルから逃げられる。

　でもリリアナの身体はぴくりとも動かない。

　もう愛しい人のそばから離れたくない、と身体が訴えていた。

「……逃げ出さないなら、リリアナは僕のそばにいたいってことだよね？」

「…………」

　否定できないリリアナは視線を逸らすことしかできない。こんな態度を取れば、リリアナの気持ちはノエルに知られたも同然だ。

　ノエルは短くため息をついて、優しく尋ねた。

「じゃあ、どうして屋敷から出ていったの？」

「それは、ノエルとフェリーネ様が結婚するなら、私はもう必要ないと思って……」

「僕と聖女が結婚？　はっ！　ありえないね」

　正直に気持ちを話したリリアナに、ノエルは納得いかないと言う表情をしている。そう言われてもあの状況ではノエルとフェリーネが婚約するのだと考えるのが妥当だろう。

「それならどうしてあんなにふたりで寄り添って、仲良さそうにしていたの……？」

「……まさか、中庭で聖女と話していたことを言ってる？」

「そうよ、だからもう婚約の話が進んでいるんだと思ったの」

「あー、あれはね、聖女からこの屋敷に来た目的を聞き出していたんだ。リリアナに別邸へ移ってもらったのも、早く聖女の口を割らせるためだよ。悲しませて、ごめん」

　そんな理由があるとは知らずに、リリアナは自分が望んだ結果、ノエルに距離を置かれたのだと思っていた。まるでその間もずっと心の中を見ていたように、ノエルはリリアナの気持ちに寄り添う。

「ノエルが悪いわけじゃないわ。それで……フェリーネ様の目的はわかったの？」

「オルスン公爵はブランジェ家を我が物にするためだったけど、聖女はただ命令されていただけみたいだね。あと――」

　友人だと思っていたフェリーネは命令されてブランジェ家にやってきただけだった。ちっとも気が付かなくて、リリアナはフェリーネこそがノエルの結婚相手に相応しいと考えていたのだ。

　軽くショックを受けているリリアナに、ノエルはさらに言葉を続ける。

「リリアナに妬いてほしかったから」

「えっ、なによ、それ……」

「リリアナが聖女となにか企んでいたから、少しだけ利用させてもらったんだ」

「待って、それならフェリーネ様はどうしているの!?」

「さあ？　リリアナ以外は興味ない」

　ノエルはそう言った後、深夜に転移魔法でリリアナを連れて戻ってきた時に、物音を聞きつけてフェリーネがこの部屋にやってきたと教えてくれた。ノエルが同衾どうきんしようとベッドに入ったところをフェリーネに見られたが、リリアナを起こしたくなかったからその後は知らないと続ける。

　なんでもないことのようにノエルが話した内容に、リリアナは言葉を失った。

　本当は見られたと同時にノエルは人差し指を口に当てて、無言のまま部屋から出るようにフェリーネを促したのだが、もちろん、リリアナ以外に興味がないノエルはこのことを伝えるつもりはない。

「そんな……」

「リリアナ、ちょっとジッとしてて」

　ノエルはなにかの気配を察知したのか、リリアナをお姫様抱っこするとベッドから降りた。

「えっ!?　わっ！」

　リリアナが驚いて声をあげたのと同時に、ノエルのベッドに大きな爪跡が走りシーツが引き裂かれる。

　その上に姿を現したのはフェンリルだ。

「ノエル、てめえっ!!　動くな！　この場で切り刻んでやる!!」

「うわ、めちゃくちゃ怒ってる」

「怒るに決まってんだろ!?　俺のリリアナを返せっ！」

「はあ？　誰のリリアナだって？　駄犬がほざくな」

　ノエルとフェンリルの応酬はテンポがよすぎてリリアナは口を挟めない。

「駄犬って言うな！　俺は守護獣フェンリルだぞ!!」

「リリアナに近づく邪魔者なんて、駄犬で十分だろ」

　どうやって止めようかと焦り始めたところへ、慣れ親しんだ声の持ち主が飛び込んできた。

「――た、大変です!!」

「シェリー！」

「ああ！　リリアナお嬢様！　早くここから逃げましょう！」

　いきなり現れたシェリーはリリアナが出奔したことなど大した問題でもなかったかのように、慌てふためいている。そしてノエルからリリアナを奪い取ると、勢いはそのままに身体強化の魔法をかけ女性とは思えないほどの怪力で、リリアナを横抱きにしたまま駆け出した。

「は？　今度はシェリーなのか!?」

「は？　今度はシェリーかよ！」

　シェリーは追いかけてくるふたりの方へ振り返り、明瞭な早口でノエルとフェンリルを叱責する。

「無礼を承知で申し上げますが、おふたりともいい加減になさいませ！　わたしの大切なリリアナお嬢様のお命が危険に晒されているのです！　ここで喧嘩する余力があるなら、リリアナお嬢様をお守りなさい!!」

「シェリー、どうしたの？　なにがあったの？」

　リリアナはシェリーにしがみつきながら、真剣な表情で問いかけた。

「リリアナお嬢様、王都に黒竜が現れました。このタウンハウスも危険です。今すぐわたしが安全な場所までお連れいたします」

「黒竜!?」

　黒竜は二度目の家出の時に、確かにフェンリルが倒したはずだ。それがどうして王都に現れたのか、リリアナは混乱するばかりでその原因を知る術がなかった。
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　時は少し遡り、フェリーネは深夜にも関わらずブランジェ家の屋敷からオルスン公爵家へと馬車を走らせていた。

（どうして……どうしてノエル様のベッドにリリアナがいたの？　わたくしの気持ちはノエル様に届いたのではなかったの？）

　最近はずっとノエルが優しくて、気分がよかった。だからフェリーネは包み隠さずなんでも話をした。それが夫婦になるふたりの在り方だと思ったからだ。

（ノエル様はやっぱりリリアナを忘れられないの……？　わたくしがダメだから、役立たずな人間だから、好きになってもらえないの……？）

　フェリーネの心は真っ暗闇の中にいるように、深淵しんえんまで沈み込んでいる。ずっと俯いたまま涙すら出ず、エメラルドのように輝いていた瞳は底なし沼のように濁り光を失くしていた。

　フェリーネはずっと、自分が信じた道をひたすらに突き進んできた。

　しかし今回は今までにない大きな壁にぶち当たり、前向きだった気持ちが一転して完全に地の底まで落ちている。

　オルスン公爵家へと戻ってきたフェリーネは、家令に伝令を頼むこともせず父の執務室へと向かった。しんと静まり返った廊下を歩き、緻密な彫刻が施された扉をノックもなしに開く。

「こんな夜中に無礼だぞ。いったい誰だ？」

　オルスン公爵の冷たい声音が、フェリーネの鼓膜を震わせる。

「お父様、申し訳ございません。わたくしは……ノエル様とは結婚できません」

「フェリーネか。どういうことだ？」

　フェリーネと同じエメラルドの鋭い瞳が苛立ちに染まり、ナイフのような視線を向けてきた。いつもなら恐ろしくてビクビクしていたフェリーネだが、今はもうどうでもいいとさえ感じている。

「わたくしではノエル様の心を落とせません。もう無理ですわ」

「ちっ……やはりお前は役に立たんな。もういい、下がれ」

「……お父様は、わたくしを道具だとしか思っていないのですか？」

　フェリーネは薄々感じていたことをついにオルスン公爵へ問いかけた。

　ブランジェ公爵家で過ごした約二カ月間で、心がポカポカと温かくなる経験をたくさんしてきたことが、フェリーネの心に変化をもたらしていたのだ。

　貴賓扱いではあったが、食事はノエルたちと一緒だったし、誰も嫌なことを言ってこない。朝は身支度の手伝いをしてくれて、フェリーネのためにあれやこれやと心を砕いてくれる。

　リリアナも敬意を持って接してくれたが、ノエルはずっとリリアナに一途で、それが本当に羨ましくて、でもどれだけ頑張ってもフェリーネは愛されなくてつらかった。

「こんなこともこなせないお前には、道具としての価値すらない」

　実の父親からも愛してもらえない。産みの母はお金でフェリーネを売った。義母は憎しみのこもった瞳で睨みつけるし、兄にも馬鹿にされてきた。

（全部なくなればいい。この家も、この街も、この国も――）

　誰にも必要とされないフェリーネは、もうすべてを壊してしまおうと思った。

「そうですか……」

　王都を守る結界は聖女が維持している。ここ二カ月は特にノエルの関心を引くために、結界の維持が疎かになっていた。

（このまま結界の補強をしなければ、近いうちに壊れて魔物がたくさんやってくる。お城もなにもかも全部壊れて、わたくしを必要としない国ごと滅びればいいんだわ）

　フェリーネは俯いたまま、無言で私室へと戻った。






　オルスン公爵はフェリーネの不出来に苛立ったものの、ある程度予想はしていた。

　ブランジェ家は筆頭公爵で、たとえ国王や聖女が相手だとしても意にそぐわないことは跳ね除けるだけの力がある。同じ公爵家だというのにブランジェだけが特別扱いを受けるのは納得がいかない。

　だが、フェリーネがブランジェ家に入って内側から壊せば、オルスン公爵家が筆頭公爵家になれる。それを狙ってはいたものの、今回のフェリーネとノエルの婚約を何度打診しても断られていたことから、望みは薄いと考えていた。

（もう少し役に立つと思っていたが……所詮母親が平民なだけあって、無能極まりないな）

　オルスン公爵はフェリーネに見切りをつけ、次の一手を打つことにした。

　事前にとある召喚士から使えそうな魔物を仕入れており、それをブランジェ公爵の領地に放って王都を襲わせる計画だ。

（これなら領地への被害だけでなく、魔物が王都を襲った責任はブランジェ公爵が取ることになり、筆頭公爵の地位から確実に引きずり下ろすことができる）

　実行を決断したオルスン公爵はニヤリとほくそ笑み、執務室にある隠し部屋へ密かに向かう。本棚の上から三段目、左から三番目の本を半分だけ前に出すと、ガコンッと音がして本棚が左にずれた。

　そこへ現れた扉から中へ入ると、薄暗い室内には強力な結界が張られた檻おりが置かれている。檻の中には漆黒の羽に捻れた角、すべてを引き裂く鋭い牙と爪を持つ、手のひらサイズの黒竜が眠っていた。

「あの召喚士にぼったくられたと思っていたが、いい買い物だったな……」

　薄紫の髪の召喚士は黒竜を拾ったと言っていた。どこで拾ったかなどオルスン公爵は興味がなかったが、もとは人間の十倍ほど体高があるという。

　仮契約しか結んでいないため、人間の言葉は理解できるようになったが召喚士ではない人間が命令できるのは一度きりだとも説明を受けた。

　しかしオルスン公爵にとってはその一度で十分だ。命令を完遂した後は自動的に仮契約が解消されるそうだから、黒竜をけしかけた証拠も残らない。仮契約の主を召喚士から自分へ変更するように命じて、黒竜を買い取った。

「これでブランジェ公爵は終わりだ……！」

　オルスン公爵は万が一を考え、隣国に住む弟に会いに行くことにして妻と息子を連れて逃げることにした。

　フェリーネは役に立たないので、ここに残らせて聖女としての役目を果たさせようと考えている。もし黒竜に襲われて死んでしまってもいいと、オルスン公爵は思っていた。

（最近では聖女の仕事もまともにこなせていないようだし、うまく処分できたら一石二鳥だな）

　金で聖女の認定を買ったフェリーネは、実際のところ神殿内での評価は最悪だ。悪い噂が外に出る前に片付いてくれた方が、オルスン公爵にとっては都合がいい。

「ははっ、ついに私の時代がやってくる……!!」

　オルスン公爵は転移の魔道具を使い、ブランジェ公爵領の山の中へと素早く移動した。準備をしていたらすっかり夜が明けて、木々の合間から朝日が差し込んでいる。黒竜を檻から放ち、はっきりと命令した。

「お前は王都を襲え。そこで思いっきり暴れろ」

　黒竜の赤い瞳が妖しく光り、咆哮をあげる。途端に黒竜の身体は元の大きさに戻り、大きな翼をはためかせ上空へと舞いあがる。

　これで王都に向けて飛び立った黒竜を止められる者はいないはずだ。ブランジェ公爵の領地から黒竜が出発したと証言する冒険者でも用意すれば完璧だろう。

　オルスン公爵は上機嫌で屋敷へ戻ると、妻と息子と共に隣国へと旅立った。






　ひとり残されたフェリーネは、神殿からの呼び出しをすべて無視して部屋に閉じこもっている。結界を張って誰も入れないようにして、ずっとベッドにうつ伏せで寝っ転がっていた。

　王都の結界はどれくらい持つだろうとフェリーネは考える。

（魔物が襲ってきても、二日くらいは持つかしら。なにもしなければ二週間くらいね）

　屋敷が妙に静かに感じたが、どうでもよかったのでフェリーネは深く考えるのをやめた。

　どれほどの時間が経ったのかフェリーネは唐突に喪失感を感じた。

（これは……結界が破れた……？）

　半人前だが聖女としての力があるフェリーネは結界の存在を感じ取れる。それが今ではなにも感じない。

（ああ……でも、これでようやく終わりにできるわ――）

　フェリーネが静かに瞳を閉じた頃、王都の上空に黒竜が姿を現した。

















第六章　聖女の覚醒












「シェリー、待って！」

「リリアナお嬢様、どうかされましたか？」

「王都には結界が張られているから、黒竜が現れても被害はないはずでしょう？」

　リリアナは聖女が守る結界があるのだから、こんなに急いで逃げることはないと考えた。

　しかしシェリーはリリアナを抱えて屋敷の中を進みながら、眉間に皺しわを寄せ厳しい現状を伝える。

「いいえ、つい先ほど結界が破られ黒竜が暴れているのです」

「結界が破られたの!?」

　聖女の結界が破られたなんておとぎ話でしか聞いたことがなく、リリアナは驚いた。

　それではフェリーネはどうなっているのだろうか、彼女なら王都に結界を張れるはずなのだが、もしかして大きな怪我でもしたのだろうか。

「フェリーネ様はどうしているの？　聖女様なら、結界を張れるでしょう？」

「それがフェリーネ様は本日未明にオルスン公爵のお屋敷へ戻られ、その後はどうされているのかわからないのです」

「……そんな！」

　リリアナはフェリーネが屋敷に戻ってしまったと聞いて、結界がこんなにも簡単に破られてしまうほどのなにかがあったのだと考えた。

　そしてリリアナは、その原因について大いに心当たりがある。

　フェリーネは陰でたくさんの努力をしていた。使用人たちがフェリーネのために心を砕けば嬉しそうに微笑み、リリアナが作戦を考えていると真剣に聞いてくれた。

（フェリーネ様が聖女としての力が出せないほど傷ついたなら、なんとかしないと……！）

　だが、そこでひとつ気になったことがある。

「ねえ、シェリー。私がノエルに連れてこられたのは、何時頃だったかわかる？」

「確か……フェリーネ様がお屋敷に戻られる少し前でございます」

「あー……そう、うん、わかった」

　リリアナはもしかしたら、自分が戻ってきたせいでフェリーネが屋敷に戻ったのではないかと考えた。

（そうだとしたら、申し訳なさすぎる……!!）

　たとえオルスン公爵に命令されていたとしても、リリアナはフェリーネが友人であることに変わりないと思っている。せっかくできた友人を傷つけたかったわけではない。

　自覚してしまった恋心をどう処理するか課題は残っているけれど、リリアナは友人としてフェリーネに寄り添いたかった。

「シェリー、止まって。フェリーネ様のところへ行くから下ろして」

「お待ちください！　それではリリアナお嬢様が危険です！」

「ノエルとルーなら黒竜くらい止められるわよね？」

　そっとエントランスに立ったリリアナは、挑発的な視線をふたりに向ける。契約をしたフェンリルがひとりでも倒せたのだから、魔塔随一の実力者であるノエルも加われば民へ被害を出さずに抑えられるはずだ。

「誰に言ってるわけ？」

「俺ひとりでも十分だ！」

「うん、頼りにしているわ。お願いね」

　バチバチと火花をちらすノエルとルーは、「僕がいれば駄犬の出番はないよ」「はあ!?　お前こそ引っ込んでろ！」と気の抜けるような会話をしながら黒竜の元へ向かった。

「私もオルスン公爵家へ向かうから、馬を用意して」

「リリアナお嬢様……わたしも一緒にまいります！」

「でも、危険すぎるわ」

「だからこそ、わたしもお供するのです！　そんな危険な場所へリリアナ様をひとりで向かわせることなどできません！」

　絶対に引かないという確固たる意志の宿るシェリーの瞳に、リリアナはフッと肩の力が抜けた。リリアナがシェリーを大切に想うように、シェリーもリリアナを大切に想ってくれているのだ。

「ありがとう、シェリー。一緒に行きましょう」

「はい！　すぐに馬を用意します！」

　一刻も早くフェリーネの元へ駆けつけるため、リリアナは乱れるドレスも気にせず馬を走らせた。






　街の中はすでに騒然としていて、騎士たちが民の避難を誘導している。前線へ向かう騎士もいて、ピリついた緊張感に包まれていた。

　騎士はリリアナとシェリーにも声をかけてきたが「友人を迎えに行くだけだ」と説明して振り切る。

　リリアナがオルスン公爵家へ到着すると、屋敷は異様なほど静まりかえっていた。

　門番も見当たらないのでリリアナとシェリーは馬を玄関近くの木に繋いで、そっと屋敷へ足を踏み入れる。

「フェリーネ様！　いらっしゃいますか、フェリーネ様！」

　大きな声で呼びかけても返事はない。使用人の姿もなく、屋敷はもぬけの殻となっている。もしかしたら神殿へ向かったか、すでに使用人たちに連れられて逃げたのだろうかと思った時、カタンッと物音がした。

　急いで駆けつけると、屋敷の厨房ちゅうぼうで銀食器を袋に詰めている使用人の男性と目が合った。

「うわっ、申し訳ありませんっ！　こ、これはつい出来心で……！」

　火事場の泥棒をしていた使用人は土下座して何度も謝罪を繰り返す。罪を犯した使用人へ処罰を下すのはオルスン公爵の役目なので、リリアナは膝をついて問いかけた。

「ねえ、フェリーネ様はどこに行ったの？」

「へ？　フェリーネ様、ですか……？」

「ええ、私はフェリーネ様に会いにきたの。もう使用人たちと一緒に避難されたのかしら？」

「まさか！　私たちが手助けすることはないです。多分、ご自分の部屋で引きこもっていると思いますが……」

　使用人の言葉にリリアナはどういうことかと思ったが、今は一刻の猶予もない。疑問が浮かぶが一旦無視して、フェリーネの部屋まで案内してもらった。

「ここです！　私はもう王都から出ますから、貴女様も急いだ方がいいですよ！」

　使用人はそう言い残して足早に去っていこうとするが、シェリーがそれを許さなかった。

「お待ちなさい。こんな状況で主人の物を盗むのは言語道断です！」

「ちょっ、なんだよ！　あんたらが来たからなにも盗んでなんかないだろ!?　退けよ!!」

　その言葉を無視したシェリーが目にも止まらぬ速さで使用人を床に組み敷いた。すると使用人の上着のポケットから、ポロポロと指輪やネックレスなどの貴金属がこぼれ落ちる。実に鮮やかなシェリーの体術にリリアナは感心した。

「リリアナ様、この男はどのように処分いたしましょうか？」

「王都は危険だしこのままここに置いていけないわよね……シェリーに頼んで申し訳ないけれど、騎士様へ引き渡してもらえる？　私はフェリーネ様と話をして、結界の修復をお願いするわ」

「……承知いたしました」

　シェリーはリリアナをひとりにすることを懸念したが、犯罪者を引き渡せる者が他にいないため「すぐに戻ります」と告げてその場を後にした。

　リリアナは気持ちを切り替えて焦茶色の扉の前に立つ。

　フェリーネがいるという扉は固く閉ざされ、中からは物音ひとつ聞こえない。

「フェリーネ様、私です。リリアナです」

　リリアナが声をかけると、ギシッと家具がしなる音が聞こえた。どうやらフェリーネは間違いなく部屋の中にいるようだ。

「フェリーネ様、聞いてください。今、王都の結界が破れ、黒竜が王都を襲っているのです。フェリーネ様、どうか結界を修正していただけませんか？」

「……、……よ」

「え？」

「……こんな屋敷も、街も、国も、全部なくなればいいのよ」

　フェリーネの震える声がリリアナの耳に届いた。いつも聖女として凛としていたフェリーネの姿からは想像もできないほど絶望がにじんでいて、リリアナの心に突き刺さる。

「フェリーネ様、なぜそのように思われるのですか？」

「そんなの、貴女には関係ないわ」

　たったひとりでこの屋敷に籠り、フェリーネがなにを思い、なにを考えていたのか、リリアナにはわからない。でもフェリーネの突き放すような言葉とは裏腹に、助けを求めているように聞こえた。

　もしリリアナが原因ならば、その時は土下座でもなんでもするつもりで声をかけ続ける。

「ですが私はフェリーネ様が悲しいのなら、お力になりたいです。もし私が原因であればフェリーネ様にお詫わびします。結界が破れた今、修復できるのはフェリーネ様だけ――」

「わたくしは役立たずだから無理よ！　放っておいて！」

　悲痛な叫びがリリアナの耳に届く。

　リリアナは初めてフェリーネの脆もろい心に触れた。だが、ここで答えてくれたことにリリアナは希望を感じる。会話ができるなら、フェリーネの心に響くまでリリアナの気持ちを伝えればいいのだ。

「フェリーネ様は役立たずなどではありません」

「そんなことない！　わたくしが役立たずだから、お父様もお母様もお兄様も、ノエル様も見てくれないのよ！」

「そんなことは……少なくとも、私はフェリーネ様を尊敬しています」

「嘘言わないで！　すべて持っている貴女が、わたくしを敬うわけないでしょ!!」

　リリアナはさらに詳しくフェリーネへ思いの丈を語る。

「フェリーネ様は聖女としていつも前向きで、目標に向かって真っ直ぐでいらっしゃいました。ブランジェ家の屋敷でも使用人に笑顔を向けて、私の話にも耳を傾けてくださいました」

「……だからなによ。そんなの普通のことでしょ」

　少しだけ声のトーンが落ちて、憮然ぶぜんとした表情のフェリーネの顔がリリアナの脳裏に浮かぶ。それくらいフェリーネと会話をしてきたし、リリアナは友人だと思って心を開いてきたつもりだ。

「いいえ。フェリーネ様は聖女であるのに、驕おごり高ぶることもなく、みんなに平等に接していました。私はそんなフェリーネ様だからノエルの相手にふさわしいと考えたのです。それなのに……私はいつからか義理の弟であるノエルのことを好きになっていました。私の軽率な行動でフェリーネ様を傷つけてしまい、申し訳ございません」

「そうよ、それにノエル様だって……」

「はい、それについても謝罪しなければなりません。ノエルの行動もまたフェリーネ様を傷つけました。義弟に代わり謝罪いたします」

「……結局、誰もわたくしを見てくれないのよ」

　ひどく寂しそうな声でフェリーネがポツリと呟く。

　フェリーネは思い込みが強いタイプのようだから、もしかしたら一生懸命になりすぎて視野が狭くなっているのかもしれない。

　だからリリアナは友人として、言葉を続ける。

「私はフェリーネ様を見ていますよ。私にとって、たったひとりの友人ですから」

「……友人？」

　不思議そうなフェリーネの声が返ってくる。フェリーネから言い出したことなのに、すっかり忘れているようだと、リリアナは苦笑いを浮かべた。

「はい、フェリーネ様は初めて私の友人になってくださった方です。だから今も苦しんでおられるのではと、駆けつけました」

「リリアナは……リリアナ様は……わたくしの友人？　わたくしを気にしてくれるの？」

「もちろんです。フェリーネ様が泣いていたら慰めますし、嬉しいことは一緒に喜びます」

　ここでやっと扉が静かに開かれた。

　姿を現したフェリーネは髪がボサボサで、目の下にくまもできていて、いつもみたいにキラキラしていないけれど、エメラルドの瞳は真っ直ぐにリリアナを見つめている。

「……でも、聖女として力が足りないの」

　フェリーネは視線で必死に助けを求めてくる。リリアナは当然だと言わんばかりに手を差し出した。

「そうでしょうか？　私はフェリーネ様ほど努力している方を見たことはありません。もっとご自分を信じていいと思いますよ？」

「自分を信じる……？」

「ええ、フェリーネ様は少々思い込みが強いかもしれませんが、いつも真っ直ぐで、一生懸命頑張っていました。それだけ一途で純粋な思いを秘めていたのだと、私は思います」

　フェリーネは幼い頃から聖女になるために厳しく育てられてきた。朝は日が昇る前に起きて屋敷中を清掃し、朝食が終わったら結界を維持するために聖女の祈りを捧げる。昼食は軽くつまむだけで、午後からは公爵令嬢としての学習の時間だ。

　夕食はひとりで済ませて家族と被らないようにしなければならない。もしのんびり食べていたら、残りはすべて下げられてしまう。そして寝る直前まで私室で祈りを捧げるのだ。

　それが聖女としての修行なのだと言われてきたので、フェリーネは疑うことなく鍛錬を積んできた。

　さらに父や母、兄から無能だ、役立たずだと罵られ、事実そうなのだと思ってきた。

　でも、本当は家族と一緒に夕食を囲みたかった。たくさん笑い合って、たくさん抱きしめてほしかった。

　誰かによく頑張ったねって褒めてもらいたかったのだ。

「リリアナ様……！　わたくし、わたくし……ずっと認めてもらいたかったのです！　ずっと頑張ったねって言ってほしかったのです……!!」

　初めて自分を認めてもらえたフェリーネは、やっと目が覚める。ポロポロとこぼれ落ちる真珠のような涙が、わずかに光を放ちはじめた。

　光は互いに作用し合い、どんどん強く眩しくなっていく。

「あああっ……!!」

「フェリーネ様っ！」

　リリアナが伸ばした手はフェリーネの右手を摑み、ふたりはその場に座り込んだ。

　しばらくして光が収まりそっとリリアナが目を開けると、キラキラと白く光る粒子がフェリーネを取り囲み、聖なる魔力があふれ出している。

「わたくし……どうしてしまったのでしょうか。かつてないほど、力があふれていますわ……！」

「きっと、今までの努力が実ったのですよ」

「そう、なのですね……今までの努力は報われたのですね……！」

「さあ、フェリーネ様。王都の結界を修復しましょう！　今のフェリーネ様なら王都どころか国中にだって結界を張れますよ！」

「はいっ！　お姉様!!」

　リリアナが立ち上がり手を差し出すと、フェリーネが満面の笑みで『お姉様』と呼んできた。

（うん？　お姉様って……ノエルと結婚するから？　でも、ノエルは……え、どういうことだろう？）

　以前よりも眩しく輝く笑顔のフェリーネに問いかけたくても、純真な視線を向けられて聞くに聞けない。

「わたくし、お姉様のために、この国を守りますわ!!」

「ははは、お願いします……？」

　なにやら熱い決意を固めたフェリーネに、リリアナはこれでいいのかと思いながらも話を切り上げる。まだ戻らないシェリーへメモを残し、王都の結界を修復するためふたりは黒竜のもとへと駆け出した。
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　その頃ノエルとフェンリルは、王都の中央にある広場で黒竜の相手をしていた騎士たちを下げ、ふたりで対峙たいじしていた。

「おい、駄犬！　お前は無駄に素早いんだから囮おとりになれよ！」

「ああ!?　素直にてめえの魔法の腕じゃ仕留められないって言えってんだよ!!」

「当たれば余裕だって！　そもそも駄犬が仕留め損ねたのが原因だろ！」

　山の中でフェンリルが戦った時は、ここまで黒竜は強くなかった。左角が短いことからフェンリルが倒した黒竜なのは間違いなく、ギリギリで生き残り回復したことでより頑強な身体になったというのだろうか。

　漆黒の鱗うろこはどんな物理攻撃も防ぎ、フェンリルの爪や牙が通じない。そこでノエルの魔法で倒そうと試みているが、黒竜はブレスを吐き出し、長い尾を振り回して魔法を発動する暇を与えないのだ。

「くそっ、このままじゃ埒らちがあかないな……」

　ノエルはさまざまな攻撃パターンを瞬時に叩き出す。その中でも少々乱暴だが、成功確率の高い魔法を選択した。

「おい、駄犬。一瞬本気出すから、ちゃんと避けろよ？」

「は？　なんだよ、避けろって――」

　魔力を練り上げ、ノエルは王都の三分の一を覆うほどの巨大な魔法陣を上空に出現させる。

「神の鉄槌ショックダウン」

　ノエルが魔力の乗った言霊を呟くと、魔法陣から無数の落雷が降り注いだ。黒竜が魔法に気が付いた時には逃げ場がなく、身体を丸めて衝撃をやり過ごす。

　膨大な数の落雷の眩しさにノエルは目を細めた。やがて上空の魔法陣が消えて、雷が落ちた木々から火の手が上がる。それらを凍りつかせながら移動してきたフェンリルが、ノエルの隣に立った。

「おいっ！　ノエル、てめえ、えげつない魔法使うなら前もって言っておけよ!!」

「はあ、うるさいな。ちゃんと避けろって言ったよ」

　身体のところどころから白い煙をあげたフェンリルが、噛みつくようにノエルを怒鳴りつける。それでもわずかに掠っただけで、豪雨のように降ってきた雷魔法を避けていた。

「で、黒竜はどうなった……？」

　フェンリルの問いかけにノエルは即答できない。確実に雷魔法は当たったが、煙が立ち上っていて黒竜の影しか見えないのだ。

　もしこれでダメージがなければ、次はどんな手段にしようかとノエルは考えはじめている。

　ノエルがそっと風魔法を発動して煙を霧散させると、黒竜が漆黒の巨体を丸めているのが見えた。フェンリルの話から考察すると、黒竜は瀕死ひんしのダメージを負って復活した場合、直前に受けた攻撃は効かなくなるようだ。

　これで復活されたら、雷魔法が使えなくなるのは間違いない。

「別の魔法が効けばいいけど、魔法自体に抵抗力がついたら打つ手がないな」

「げっ。物理も魔法も効かなかったら、いったいなにが効くんだよ？」

「さあ、なにが効くんだろうね？」

　もう起きあがりそうにないとノエルたちが安心しかけた時、黒竜が翼をバサリと広げた。

「……っ！」

「マジかよ……！」

　ノエルもフェンリルもゆっくりと起き上がる黒竜を、信じられない思いで見つめる。ふらつきながらも黒竜は起き上がり、真紅の瞳を光らせ大きく口を開けた。

「ブレスだ!!」

　咄嗟とっさにノエルが叫び、防御魔法を展開する。直後に灼熱のブレスがノエルとフェンリルを襲った。ジリジリと焦げつくような熱波で、ノエルのこめかみにツーッと汗が滴り落ちる。

　ブレスがやんだ途端に今度は長い尻尾を振り払い、真横から衝撃がやってきた。フェンリルはノエルを抱えて大きく飛び上がり、建物の屋根に着地する。

「なあ、これどうする？」

「うーん、ここまでくると八方塞がりだね」

　ノエルは焦りを隠して余裕ありげな態度を見せた。まったく手がないわけではないが、ノエルではどうにもできないことだし確実ではない。そうなるとリリアナとふたりで安全なところまで逃げた方が早そうだ。

　それでも一縷いちるの望みにかけて、今度は黒竜の動きを封じようと最上級の氷魔法を使うことにした。

「終焉しゅうえんの氷姫ひょうき」

　呪文と共にすべてを凍てつかせる氷の女神が現れ、黒竜を包み込む。氷の女神の冷気は周囲をも蝕むしばみ、建物も木々も巻き込んで極寒の世界に変えていった。

　しかし、ノエルの最上級の氷魔法はあえなく黒竜に弾かれてしまう。

「やっぱり魔法耐性ができたか」

　いよいよノエルは覚悟を決めなければならなくなった。このままではリリアナがいる王都は壊滅状態になってしまう。

「リリアナを連れて世界の果てまで逃げるかな」

「おい、俺のリリアナを勝手に連れ出すなよ」

　人化していても牙を剥くフェンリルに苦笑いして、ノエルは本気で逃げる算段を立てはじめた。リリアナさえそばにいてくれたら、他はどうなっても興味ないのがノエルである。

「ノエル！　フェンリル！」

　ノエルは最初、空耳かと思った。

　だが馬を走らせ駆け寄ってくるのは、なによりも誰よりもノエルが守りたいと思うリリアナで間違いない。

「リリアナ！　ここは危険だから、今すぐ僕と逃げよう」

「おい！　だから勝手に連れていくなって！」

　すかさずフェンリルがツッコミを入れる。その間に馬から降りたリリアナの陰に、もうひとりいることに気が付いた。

「えっ、聖女？」

「そうなの！　フェリーネ様が聖女の力に覚醒っていうのかしら、とにかくものすごい聖なる力を得たみたいで、黒竜を封印しにきたの！」

「へえ、それは僥倖ぎょうこうだ」

　フェンリルとノエルが黒竜の気を引いている間にフェリーネが黒竜の前に立ち、以前王都を覆っていたものより強固な結界を展開していく。すっぽりと黒竜を取り囲んだ結界は、蜂の巣状の模様を描き周囲からその存在を断絶した。

　さらに王都全体にも同じように結界を張り安全が確認できると、フェリーネは長いため息をついた。さすがに相当魔力を使ったようで疲れがにじんでいるが、後ろから優しく声をかけると一瞬で笑顔になりリリアナに抱きつく。

「お姉様っ！　見てください、完璧な結界が張れましたわ!!」

「ええ、さすがフェリーネ様です！　最高ですわ！」

　ふたりで手を取り合って喜んでいるが、ノエルとフェンリルはあんぐりと口を開けていた。

「ねえ、なんで聖女がリリアナにくっついてるの？」

「はあ？　そんなことノエル様に関係ありませんわ！」

　今までの態度と一転、フェリーネはノエルに冷淡な態度で切り返す。それを見たフェンリルも、事態を正確に察知して怒りの雄叫びをあげた。

「ここでライバル増えるとか、マジかよ！　ノエルだけでも面倒くせえのに、聖女とかふざけんな！」

「いや、ライバルって……フェリーネ様は私のたったひとりの友人なのよ」

「リリアナ、それ本気で言ってる？」

　ノエルはリリアナののん気な思考回路に呆れて、半眼になる。しかしリリアナには健全な思考しか存在しないようで、首を傾げて答えを返した。

「ノエルまで……あ、でも友人というより親友かしら？」

「ああ、そう」

　リリアナのその仕草がかわいくて、ノエルはため息をついて急増したライバルたちをどうやって排除するか策を練りはじめる。

　こうして王都は平和な時を取り戻した――はずだった。






　四人でブランジェ公爵家へ向かおうとしたところで、突然、フェリーネの結界が粉々に砕け散り再び黒竜が咆哮をあげ、王都は再び危機に陥った。

















第七章　もう逃げられない












「ギャアアオオオォォォォッ!!」

「嘘っ！　どういうこと!?」

「そんな、ちゃんと結界を張ったはずなのに……！」

　リリアナは覚醒した聖女の結界が破られたことに驚愕し、フェリーネも確かな手応えを感じていただけに焦燥がにじむ。

「マズいな、聖魔法でもダメなのか。今の黒竜には物理攻撃も魔法攻撃も効かないんだ」

　ノエルが珍しく余裕のない表情で呟く。

「ええっ！　それじゃあ、どうやって倒すの!?」

　フェリーネは再度結界を張ろうと魔力を込めるが、途中でぷつりと聖なる力が切れてしまった。王都を覆うほどの結界を新たに張ったため、魔力切れを起こしたのだ。

「それなら、わたくしのすべてを注ぐだけよ……！」

　フェリーネは唯一認めてくれたリリアナを守ろうと、自らの生命力を使いはじめた。

「っ！　フェリーネ様、ダメッ!!」

　リリアナはフェリーネが命をかけて結界を張ろうとしていることに気が付き、咄嗟に止める。

「っ！　ここで結界を張らないとお姉様が危険に晒されるわ……！」

「大丈夫。私が……私がなんとかします!!」

　リリアナはある可能性に賭けようと思った。

　召喚士の血統であるリリアナならば、フェンリルと契約したように黒竜と契約すれば命令できるのではないかと考える。

（それなら、誰も傷つかないし万事解決するわ……！）

　ノエルはそんなリリアナをジッと見つめていた。

「まさか、黒竜と契約するつもり？」

「本当にノエルは鋭いわね。でもそれしか方法がないでしょう？」

「それは許せない。フェンリルだけでも耐え難いのに、黒竜とも繋がりができるなんて僕が許せない。リリアナ、やっぱり今すぐ僕とふたりだけで逃げよう」

　仄暗く澱んだ瞳はリリアナしか映っていない。この世界でリリアナだけがすべてなのだと物語っている。

「ノエル。私はノエルのいるこの世界を守るために、契約を結ぶのよ。お願いだからわかって」

　リリアナとて無茶をするつもりはなかったが、この状況では選り好みしている場合ではない。リリアナが召喚士の力を使わなければ、他に打つ手はないのだ。

「ダメだ、またあの時みたいに魔力暴走を起こしたら……！」

「その時はまたノエルが止めてくれるでしょう？」

　リリアナは曇りのない琥珀の瞳でノエルを見上げる。

　幼い頃、リリアナが魔力暴走を起こしたが、それはフェンリルと契約を結ぼうとしたせいだった。まだ幼いリリアナの魔力は不安定で、膨大な魔力を使う契約をこなそうとして止められなくなってしまったのだ。

　リリアナは詳細を覚えていないがノエルが止めてくれたのだと聞いていた。だからノエルがそばにいてくれるなら、リリアナはどんなこともできると絶大な信頼を寄せている。

「止める……けど。なにそれ、本当にタチが悪いよね」

　リリアナがどれだけ危険なのかもわからない未知の領域に挑戦する上に、いざとなったら頼りにしているなんて、ノエルにとっては無茶振りもいいところだ。

　でもそんな風に頼ってもらえるのは、ノエルにとって至上の喜びでもある。大切な人から必要とされたいのはノエルも同様だった。

　ノエルはリリアナが魔力暴走を起こしたら、いつでも止められるようにそっと隣に立つ。

「ふふ、頼りにしているわ」

　そんな殺し文句を言って、リリアナは黒竜に視線を向けた。黒竜は結界を破った時に無茶をしたのか、起き上がるだけの力しか残っていないようだ。

　フェリーネもフェンリルもリリアナのことを見守っている。

（大丈夫、大切な人たちを守るためだもの。やり遂げてみせる！）

　リリアナは覚悟を決めて、召喚士の力を解放した。

　なにも教わっていなくとも、その身体に流れる血が導いてくれる。頭に浮かぶイメージの通りに言葉を紡いでいくと、手のひらに淡い紫の光を帯びた魔法陣が浮かび上がった。

「荒ぶる魂に告ぐ。我の僕しもべとなり、その身を捧げよ。さすれば我が命の限り、汝なんじに心の安寧と絶大な力を与えん」

　詠唱しながら、リリアナは手のひらの魔法陣へ魔力を込めていく。

　しかし、なかなか契約が完了しない。どんなに魔力を込めても一向に手応えがないのだ。

（どうしよう、これ以上魔力を込めたらコントロールできなくなる……）

　リリアナは隣にいるノエルへチラリと視線を向ける。

　澄んだ海のように青い瞳は、変わらずリリアナを見つめていた。それだけでリリアナは身体の奥底から勇気が湧いてくる。

（大丈夫。ノエルがそばにいてくれるから、私は大丈夫――）

　リリアナの中で、いつからノエルがこんなに大きな存在になっていたのかわからない。

　ノエルさえそばにいてくれたら、リリアナはどんなこともできると思えた。

　加減せずにますます魔力を込めたリリアナは、次第に暴れ狂う魔力をコントロールできなくなってきた。

（でも、もう少しなのに……あっ、もう、ダメだ……！）

　そう思った瞬間、リリアナの生命力まで放出されてノエルごと激しく渦巻く魔力に取り込まれる。その時リリアナの中に、うっすらと幼い頃の記憶が蘇った。

（そうだ、私、前にもこうなったことがある……）

　幼い頃、流れ出る魔力の渦中でノエルの小さな身体がリリアナを包み込んだ。そうして額に柔らかなものが押し当てられて、リリアナは落ち着きを取り戻した。

（あれは、ノエルが額にキスしてくれたんだ……ああ、私はあの時からノエルが――）

　薄れゆく意識の中で、慣れ親しんだ温もりに包まれる。幼い頃とは違って、力強く逞しく成長したノエルに抱きしめられた。

「ノエ……ル……」

「リリアナ、大丈夫。僕に任せて」

　そういうと、ノエルの艶やかな唇がリリアナの唇に触れた。次第に深く、熱くノエルの激情がリリアナに流れ込んでくる。
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　ノエルの深い口付けに翻弄されながらも、リリアナの意識はだんだんはっきりとしてきた。キスをやめてほしいのに口が塞がっているので伝えられず、リリアナはされるがままになっている。

　やっと魔力の暴走が収まった頃には、黒竜の巨体は姿を消して小さな黒いトカゲがその場にいるだけだった。フェンリルが黒トカゲの首元を摑み威嚇している。

（あの黒トカゲ……フェンリルと同じ匂いがする）

　そっと唇を離したノエルはそう感じて、ぐったりしている黒トカゲを要注意対象に認定した。ふっと腕の中のリリアナを見ると、なぜかこちらもぐったりしている。

「あれ？　リリアナ、大丈夫？」

「だ……大丈夫じゃ、ない……」

　ようやくノエルの口付けから解放された時には、リリアナの精神はかつてないほど削られていた。

「えー、キスが足りなかったかな？」

「違うっ!!」

　いちゃつくふたりを見たフェンリルとフェリーネは、嫉妬の視線をノエルに向ける。しかしノエルはそんな視線を華麗にスルーして、リリアナの反応を楽しんでいた。

「ほ、他に方法はなかったの……!?」

「うーん、リリアナの魔力暴走を止めるには、直接肌に触れるのが一番なんだよね」

「肌に……？」

　確かに先ほど思い出した幼い頃の記憶もそうだった。が、リリアナの中で今になって疑問が浮かぶ。

「接触するだけならキスじゃなくてもいいわよね!?」

「だって、もう子供じゃないし。キスするくらいの衝撃じゃないと、正気に戻らないでしょ」

「そっ、そんなこと……！」

「あの状態の時に手を握っただけで、リリアナはこっちに意識を向けられる？」

「…………」

　悔しいがノエルの言う通りだと納得しかけたリリアナは思った。

　要は意識を逸らして、魔力の流れを強制的に止めるということなのではないかと。

「待って、ノエルの言い方だと、衝撃で私の意識が魔力からそれればいいのよね？　それなら絶対、他にも方法があるじゃない！」

「あはは、残念だけど僕に魔力暴走を止めてほしいなら、キス一択だよ」

「もう！　どうしてそんな恥ずかしいことするのよー!!」

「そんなの……」

　ノエルは海のように青い瞳でリリアナを見つめる。いつものような飄々ひょうひょうとした雰囲気は消え失せて、その瞳はどこまでもリリアナを求めるような熱を孕はらんでいた。

「リリアナを愛しているからに決まってるでしょ。だから僕と結婚して」

　急に真剣な顔で告白されて、リリアナの心は大きく揺れ動いている。

　心臓は早鐘のように鼓動して、頬も耳も首までが熱を持っていた。

（ど、どうしよう……嬉しすぎる……!!）

　しかし、このままノエルを受け入れていいのかと、わずかに躊躇する。

「リリアナも僕を好きなのは知ってる」

「えっ……」

　そんなに態度に出ていたのかとリリアナは焦った。

　しかし、どう思い返してもリリアナは明確にノエルを拒絶してきたはずだ。あれで気持ちが伝わるわけがないと思い直す。

「どうして、私の気持ちを知っているの？」

「あー、それね。リリアナには追跡魔法をかけるついでに、音声転送も付与してたんだよ。計画がわからなくて後手に回っても嫌だし、リリアナに酷い対応をした奴がいたら処分しないといけないし」

　さらりと恐ろしいことを言ってのけるノエルに、先ほどまでの熱が急速に引いていき、リリアナは気が遠くなる。

「つまり……私の脱走計画はいつもノエルにダダ漏れで、あの時つぶやいたことも聞こえていたってこと!?」

「うん、そうだね。リリアナの気持ちが転送されてきた時は、めちゃくちゃ嬉しかったなあ」

「ははは、そう……」

　リリアナの乾いた笑いが風に乗って消えていく。ノエルはその場に跪き、リリアナの左手をそっと握った。

　これはランベール王国において、男性が女性へ正式にプロポーズする時の姿勢だ。

「リリアナ・スターレット。僕のすべてを賭けて、生涯貴女をお守りすると誓います。どうか、僕と結婚してください」

　そう言って、リリアナの指先にキスを落とす。

　イエスなら手を引いて男性を立たせ、ノーならそのまま手を離すのだ。

　リリアナはチラリとフェリーネに視線を向ける。フェリーネは『もう大丈夫だ』と言うように、力強く頷いた。フェンリルは今にも噛みつきそうだが、いつの間にか現れたシェリーにガッチリと押さえ込まれている。やはりふたりともリリアナにとって大切な家族だ。

　リリアナは覚悟を決めて、ノエルの手を強く握り引き上げる。

　驚いた表情のノエルが、リリアナの視界に飛び込んできた。

「はい。ノエルの妻にしてください」

　ふわりと微笑んでリリアナが返事をすると、ノエルは勢いよく抱きしめてくる。ぎゅうぎゅうと締め上げられ、ノエルはリリアナの肩に顔を埋めた。

「ノエルッ、く、苦しいわ……！」

「あっ、ごめん！　ちょっと、嬉しくて……」

　ノエルの声は震えていて、潤んだ瞳が陽の光を浴びてキラキラと輝いている。目元をほんのりと赤く染め、惜しげもなく恋情を注いできた。

「リリアナだけを愛してる。どんなことがあっても、幸せにするから」

「そうね、私もノエルを世界一幸せにするから、覚悟して」

　リリアナとノエルはそう言って微笑みあった。

















エピローグ












　襲撃から三日後、国王から黒竜の襲撃の件で詳細を聞きたいと呼び出され、リリアナたちは王城へとやってきた。小さくなった黒竜改め黒トカゲも一緒で、フェンリルが肩に乗せている。

　通された謁見室の中央にはレッドカーペットが敷かれ、そのサイドには公爵家の当主たちや神殿を管理する神官長、他にも高位貴族たちが並んでいた。

　筆頭公爵家であるブランジェ公爵一家は王座の右側に、オルスン公爵は左側に並んでいる。オルスン公爵はレッドカーペットを挟んだ反対側から、ブランジェ公爵へ怨嗟えんさのこもった視線を向けていた。ブランジェ公爵はそんなオルスン公爵の視線を気にも留めていない。

「それでは、本日は黒竜襲撃の件について話を聞かせてくれ。昨日、オルスン公爵から調査報告書が上がってきたが、原因はブランジェ公爵家にあると記されている。それについてブランジェ公爵家は回答せよ」

「承知いたしました」

　魔塔で勤務しているノエルが一歩前に出て、貴族の礼をする。国王が事実確認のため、報告書の内容を説明した。

「オルスン公爵によると、黒竜はブランジェ領からこの王都へやってきたと報告が上がっている。さらにフェリーネ・オルスンがノエル・ブンランジェに誑たぶらかされ、聖女の役目を果たさず王都の結界が破壊され民に被害が出た。これについて、異議はあるか？」

「はい。オルスン公爵の報告はすべて虚偽です」

「なんだとっ!?　こちらには証人もいるのだ！　でたらめを言うなっ！」

　オルスン公爵が顔を真っ赤にして反論する。国王はそれを制して、ノエルの話を拾い上げた。

「ノエルよ。虚偽だと申すだけの根拠はあるのか？」

「はい。ブランジェ公爵と共に集めた証拠を提出いたします」

　ノエルのその言葉でブランジェ公爵が魔導士を引き連れて、レッドカーペットへ進み出る。

　魔導士が証拠の映像水晶に魔力を注ぎ込んで、記録された内容を流しはじめた。

　水晶の映像は国王の前に大きく映し出され、他の貴族や神官長も食い入るように見ている。最初に映像に映ったのは、薄紫の髪の男だった。

　首には嘘をついているか判定できる魔道具が付けられている。正直に話している時は緑に、嘘をついている時は赤く光るのだ。

『あー、確かにあの黒竜はこの男に売ったな』

『その時にどのような話をしたのだ？』

　声からしてブランジェ公爵が話し相手のようだ。男は記憶を探るように視線を上に向けて話しはじめる。首につけられた魔道具は緑色の光を放っていた。

『仮契約だから、召喚士でない人間が命令できるのは一度だけだと伝えたぞ』

『その後、黒竜の居場所は知っていたか？』

『当然、オレが仮契約をしてるんだから、居場所くらいは把握していたさ。しばらく一箇所に留まっていたけど、王都で黒竜が暴れた日の明け方に移動していたな』

『では、この地図でどこからどこへ移動したか指差しで教えてくれ』

　薄紫の髪の男は背後にある大きな地図へ指を指す。

『ここから、ここへ移動した』

　薄紫の髪の男は、オルスン公爵家からブランジェ領の山中へと迷いなく指を移動させた。

　ここまで魔道具はずっと緑色に光っており、男が嘘偽りなく語っていることが同時に証明されている。

「さらに、聖女フェリーネについてはオルスン公爵家で虐待されていた疑いがあり、そのため聖女の力を存分に発揮できなかった可能性があります。ブランジェ公爵家へ逗留されてからは、日に日に聖なる力が強くなり黒竜の襲撃時に覚醒した模様です」

「なっ……フェリーネが聖女の力に覚醒しただと……？」

　ノエルの説明にオルスン公爵は驚きで目を見開いている。若干事実を盛っているような気がするが、嘘ではないのでリリアナはおとなしく口をつぐんだ。

「ところで、オルスン公爵はなぜ黒竜が王都を襲った際に不在だったのですか？」

「それは、隣国の弟に会いにいっていたからで……」

「夜明けに急に隣国へ向かったそうですね。黒竜を移動させた後ですが、いったいどのような理由が？」

「……黙秘する」

　オルスン公爵は苦しまぎれに黙秘を貫こうとする。しかし、ノエルとブランジェ公爵がそれを許さない。

「黙秘しても無駄ですけどね。証拠はすべて揃そろっていますので」

「すべてとは――」

「こちらがフェリーネ様からいただいた証言と、使用人たちの証言をまとめたものです。また、ある冒険者が我が領地から黒竜が飛び立ったと証言しましたが、それはオルスン公爵から大金で依頼されたと裏が取れています。それとオルスン公爵が自ら黒竜をブランジェ領に放った映像も、先ほどの男性から提出されています」

　ブランジェ公爵と魔導士が証拠の数々を提出し、国王がひとつひとつ精査していく。次第に国王の眉間に深い皺が刻まれ、オルスン公爵はどんどん青ざめていった。

「ベルノルト・オルスン。貴様の所業は国家叛逆はんぎゃく罪に該当する！　直ちに捕えよ!!」

「違う！　そんなつもりじゃなかったんだ！　私は、ただ筆頭公爵になりたかっただけだ！　やめろっ！　やめろー!!」

　オルスン公爵の叫びが虚しく謁見室へ響き渡る。近衛騎士に拘束されて、謁見室から連れ出された。そんなオルスン公爵をフェリーネは静かに見つめている。

　フェリーネは少しだけ悲しそうに瞳を揺らしたが、毅然きぜんとした態度は崩さない。親友だと言ってくれたリリアナの存在が大きく、父に認めてもらいたいという気持ちはすっかり霧散した。フェリーネは誰よりも努力してきたのだと、自信を持って胸を張っている。

「ブランジェ公爵らの提出した証拠をもとに、オルスン公爵家の者にも追って沙汰を出すゆえ、それまでは屋敷にて謹慎を申しつける」

　国王はここまで言い切るとふっと表情を緩めて、フェリーネへ優しげな視線を向けた。

「だが、聖女フェリーネについては当主の命令に従っていただけだと明白であり、情状酌量の余地がある。また完全に破壊された王都の結界を見事修復し、聖女の役目をしかと果たしたことは間違いない。ゆえに不問といたす」

　その他にも神殿の神官長も不正を働いていたことが明らかになり、オルスン公爵の協力者として処罰の対象となった。

「聖女フェリーネ。其方そなたの状況を理解できず申し訳ないことをした。神殿の人事も刷新するゆえ、これからは神殿の預かりとして、今まで通り力を貸してはくれぬか？」

「国王陛下のお気遣い誠に感謝いたします。わたくしでよろしければ、今後もこの国を守るためこの力を捧げる所存でございます」

「うむ、頼むぞ。……それで、ノエル。その黒竜はもう危険がないのだな？」

　国王は結界を破壊した犯人を目の前にして、恐る恐るといった様子でノエルに尋ねる。

「はい、このサイズであれば暴れたところで抑えることは簡単です。またスターレット家の血を引くリリアナがおりますので、今後もブランジェ家で監視を続けます」

「よかろう。しかし、スターレット家か……召喚士が我が国にいるとは驚いたな」

　国王はリリアナへ視線を向けて、ほくほくした笑みを浮かべた。

　召喚士は守護獣や魔物と契約することで大きな力を得る、聖女にも匹敵する特別な存在である。すでにフェンリルと契約も済んでおり、リリアナの存在価値は計り知れない。その事実を知らしめたい国王はブランジェ家としてではなく、スターレット家のリリアナとして城に呼び出していた。

　黒竜に関してはリリアナの魔力が暴走してしまったため完全には契約が完了していないが、それでも召喚獣として契約できれば敵どころか新たな守護獣になると期待できる。

「すでにフェンリルはリリアナの守護獣として、此度こたびの戦いにも尽力しています」

「うむ、そうであるな。リリアナ・スターレットの今後にも期待しよう！　天才召喚士リリアナを我がランベール王国は歓迎する！」

　国王の発言に謁見室は拍手喝采に包まれた。当の本人であるリリアナは恥ずかしそうに俯いている。

「そこで国王陛下にご報告申し上げます。リリアナはすでに僕の婚約者となりました」

　ノエルのプロポーズを受けた後、その足でブランジェ公爵の許可を得て、すぐさま届けを出し晴れてふたりは婚約を結んでいた。ノエルが笑顔で「今すぐ婚約の書類を出そう」と、リリアナに迫ったのは言うまでもない。

「そうか！　それはますますめでたいな！　よし、式が行われる際には国を挙げてふたりの結婚を祝福しようではないか！」

　国のトップを煽るノエルと、それに乗る国王にリリアナは真っ青になる。

（はあ!?　いやいやいやいやいやいや、ちょっと待ってよっ!!）

　しかし、謁見室のど真ん中でノエルを怒鳴りつけるほど常識外れではないリリアナは、引きつった笑みを浮かべて冷や汗をかいていた。

（国王陛下が国を挙げてとか言ったら、どんな規模の結婚式になってしまうの……!?）

　リリアナはやっぱりこの国から脱出した方がいいかもしれないと、ちょっと本気で考えた。






　国王との謁見も終わり、ブランジェ公爵家の面々は馬車へと足を進めている。

　ノエルはリリアナの考えを見透かしたように釘を刺した。

「リリアナ、もう逃さないから。覚悟してよ」

　そう言って、ニヤリと黒い笑みを浮かべる。

「……なんだか、ものすごく早まった決断をしてしまったような気がするわ」

　リリアナがそう言うと、フェンリルとフェリーネがここぞとばかりにふたりの間に割り込んできた。

「俺はいつでもリリアナを連れ去ってやるぞ」

「なにをおっしゃいますの。お姉様はわたくしが聖女の名において、責任を持って保護いたしますわ！」

「リリアナは僕の婚約者だから邪魔するな」

　殺気を放つノエルにフェンリルとフェリーネもまったく引かず、ピリついた空気が流れ、一触即発の状態だ。

「はい、そこまで。ここは王城なのだから、静かにして」

　リリアナの鶴の一声で、三人は一瞬で殺気をしまい込み口を閉じる。だが、これでおとなしく引き下がるノエルではない。愛しい婚約者をライバルたちから守るため、牽けん制せいの手を緩めなかった。

「リリアナ」

　名を呼ばれて見上げたリリアナに、ノエルの甘く情熱的なキスが降ってくる。こんな王城の通路の真ん中で、ノエルはリリアナが自分のものだと見せつけるようにマーキングした。

「っ!?」

「あっ！　お前、俺のリリアナになにしてんだよっ！」

「お姉様が穢けがれますわ！　おやめください!!」

「これで、リリアナが僕のものだって理解した？」

　ノエルは得意げにフェンリルとフェリーネへ問いかける。しかし、その返事をもらう前に、リリアナがブチ切れた。

「ノエル～～っ!!　もう明日からキスは禁止よ!!」

「えっ！　なんで!?」

　本気でショックを受けたような声をあげてノエルが食いついてくるが、リリアナは絶対に引く気はない。ここで引いたらダメだと、ちゃんと理解していた。

「こんなところで見境なくするようなことじゃありません！」

「だって、こうでもしないとリリアナを取られそうだったし」

「私はノエルを好きだって言ったでしょ！　物じゃないんだから、他の人に取られたりしないわよ！」

　確かに最初はずっとノエルを拒絶していたけれど、プロポーズされた時にちゃんと気持ちを伝えたはずだ。それを信じてもらえてないみたいで、リリアナは悲しくもあった。

「うわ、ヤバ。こんなところでリリアナの気持ちが聞けるとは思わなかった……」

　ノエルが頬を染めてうっとりしている。

　リリアナも我に返り周囲を見渡すと、ニマニマと王城の貴族たちの注目を集めていると気付いた。恥ずかしさのあまり、一気に全身から汗が吹き出す。

「……っ!!」

「ふふ、照れてるリリアナはもっとかわいい」

　ノエルの追い討ちにリリアナは「もうやめて……！」と涙目で訴えたのだった。






　そんなふたりのやり取りを、ブランジェ公爵は一歩引いたところで眺めていた。

　これでブランジェ公爵家も安泰だし、家督をノエルに譲り引退してもよさそうだと算段を立てる。

　ブランジェ公爵は以前から、妻マリアンナのために早々に引退することを考えていた。

　マリアンナは病気がちで外に出られないと言っているが、実際は違う。ブランジェ公爵が誰にも会わせたくなくて、離れに囲っているだけなのだ。ノエルに負けず劣らず、ブランジェ公爵の愛も重い。

　ブランジェ家の男性は、心から愛した女性に異常なまでの執着を見せる。どうやらそれが血筋らしいとブランジェ公爵は理解していた。

　だからノエルがリリアナを婚約者にしたいと言った時、こうなる未来は予想していたのだ。そのための準備も抜かりなく、今回大いに役に立った。

（これでやっと、マリアンナとふたりきりでゆっくり過ごせるな……）

　こうしてブランジェ家の平和は守られ、奇しくもリリアナの希望通り家門の将来は約束されたのだった。
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